
研究

充実した環境と

ほとばしる情熱で芽吹く探究心。

この学舎で生まれた研究結果は

社会の至るところで

花開いている。
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新役職員紹介
2019年12月1日、新たな役職員体制がスタートしました。

さらに歩みを進めていく福岡大学の目指す道筋や取り組み、

抱負についてお話しいただきました。

思想堅実・穏健中正・質実剛健・積極進取

「人材教育」と「人間教育」

「学部教育」と「総合教育」

「地 域 性」と「国 際 性」

の共存

の共存

の共存

建学の精神

教育研究の理念
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17 就活メモリー

株式会社大和速記情報センター
速記部

植山 華子さん
（人文学部日本語日本文学科 2015年卒業）

マクセル株式会社
ライフソリューション事業本部

日下部 弘樹さん
（工学部化学システム工学科 2016年卒業）

27 研究室を訪ねて

工学部化学システム工学科

八尾 滋教授

33 寄付者ご芳名一覧

35 第15回全国高校生川柳コンクール　入選作品発表

32 グーミーズコレクション

31 Goo d  L i f e  サポート

23 F u k u d i a r y

学生チャレンジプロジェクト

25 学びの現場から

ものづくりセンター

11 充実CAMPUS  L I F E

商学部第二部商学科 4年次生

阿部 太一さん
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ソフトテニス部、旅研究部
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福岡大学病院 消化器内科

37 ななくま通信

13 時代を駆ける先輩たち

九州旅客鉃道株式会社 取締役専務執行役員

田中 龍治さん
（工学部土木工学科（現社会デザイン工学科） 1977年卒業）
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第
９
代
福
岡
大
学
長
に
就
任
し
ま
し
た
。私
は
本

学
の
卒
業
生
で
あ
り
、母
校
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
大

学
に
す
べ
く
、そ
の
先
頭
に
立
っ
て
奮
励
す
る
所
存

で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
学
の
使
命
の
第
一
は
教
育
で
す
。私
は
、教
育

と
い
う
言
葉
に
あ
え
て「
共
育
」の
字
を
充
て
た
い
と

思
い
ま
す
。元
来
、教
育
は
各
々
の
分
野
の
相
当
な

熟
練
者
、経
験
者
で
あ
る
人
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。難
解
な
こ
と
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
す
る
の
で
す
か
ら
、教
育
者

に
は
弛
ま
な
い
研
究
や
努
力
が
必
要
で
す
。私
は
、教

え
る
側
の
私
た
ち
が
不
断
の
研
鑽
を
重
ね
学
生
と

接
す
る
こ
と
で
、学
生
と
教
職
員
が
共
に
成
長
し
て

い
く
姿
を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。さ
ら
に
こ
れ
は
、学

問
以
外
の
課
外
活
動
、学
生
生
活
、人
と
し
て
の
振

る
舞
い
等
に
つ
い
て
も
同
様
と
思
い
ま
す
。私
は
、今

こ
そ
本
学
に
必
要
な
も
の
は
こ
の「
共
育
」と
い
う
意

識
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。在
学
生
の
皆
さ
ん
と

共
に
、教
職
員
、卒
業
生
、そ
し
て
地
域
社
会
が
、

「
共
育
」を
通
じ
て
連
動・拍
動
し
、一
体
と
な
っ
て
成
長・

発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。「Rise w

ith U
s

」。こ

の
言
葉
に
、そ
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。Us

は
私
た

ち
、University

で
す
。一
人
一
人
が
思
い
描
く
明
る
い

未
来
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
夢
を
自
己
実
現
す
る
力
を
修

得
で
き
る
環
境
の
整
備
、雰
囲
気
の
醸
成
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

　

大
学
は
、正
義
を
実
現
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
言
う
正
義
の
実
現
と
は
、人
へ
の
思
い
や

り
を
礎
に
幸
せ
な
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。そ

の
基
盤
が
大
学
の
教
育
と
研
究
で
す
。開
か
れ
た
議

論
を
通
じ
、西
日
本
随
一
の
教
育
、研
究
、医
療
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。本
学
に
は
、ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

全
学
部
が
集
ま
る
、知
が
集
積
す
る
物
理
的
大
き
な

利
点
が
あ
り
ま
す
。一
朝
一
夕
に
は
成
し
得
な
い
こ

の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
存
分
に
生
か
し
、文
理
横
断
・

異
分
野
融
合
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
学
に
は
、26
万
６
千
人
を
超
え
る
卒
業
生

が
い
る
こ
と
も
大
き
な
強
み
で
す
。私
も
１
９
７
８
年

に
医
学
部
を
卒
業
し
た
一
人
で
す
。本
学
に
学
生
、

医
師
、教
員
と
し
て
在
籍
し
、50
年
近
く
を
過
ご
し

て
き
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
面
で
進
化
し
、本
当
に

素
晴
ら
し
い
大
学
に
成
長
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。そ
う
感
じ
る
大
き
な
要
因
は
、財
界
、官
界
、

ス
ポ
ー
ツ
界
、医
療
界
、教
育
界
、芸
能
界
、そ
し
て

地
域
社
会
等
、実
に
幅
広
い
分
野
で
多
く
の
卒
業
生

の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
す
る
か
ら
で
す
。こ
こ

に
本
学
の
魅
力
・
活
力
の
源
泉
を
感
じ
ま
す
。各
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
英
知
を
頂
き
、

力
強
い
総
合
力
と
し
て
束
ね
る
こ
と
で
、時
代
に
即

応
し
た
持
続
的
発
展
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
貢
献
が
で

き
る
大
学
に
よ
り
一
層
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

大
学
は
、未
知
へ
の
好
奇
心
を
躍
動
さ
せ
、臨
場

感
を
持
っ
て
大
い
に
学
ぶ
場
で
す
。自
ら
学
ぶ
テ
ー
マ

を
見
い
だ
し
、考
え
を
深
め
る
力
は
、学
生
の
皆
さ
ん

の
将
来
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。人
生
１
０
０

年
時
代
、60
歳
で
現
役
引
退
す
る
時
代
は
と
う
に
過

ぎ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、誰
も
が
長
く
社
会
と
関
わ

り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。自
ら
学
び
考
え
る

力
が
あ
れ
ば
、卒
業
後
も
自
分
を
高
め
、人
生
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。ま
た
、海

外
に
行
き
、多
く
の
人
を
見
て
、国
際
的
な
視
点
も

養
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。例
え
る
な
ら
ば
、

「
七
隈
弁
」だ
け
話
せ
て
も
世
の
中
の
こ
と
は
分
か
っ

て
お
ら
ず
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。多
様
性
の
中
に
身

を
置
き
自
分
を
高
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
大
事
で
す
。

そ
の
た
め
の
支
援
は
積
極
的
に
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
は
日
本
中
が
盛
り
上
が

り
、私
も
日
本
代
表
の
奮
闘
に
熱
く
感
動
し
ま
し

た
。ラ
グ
ビ
ー
の「O

ne for A
ll, A
ll for O

ne

」の

精
神
は
、医
療
現
場
に
身
を
置
く
一
人
と
し
て
相
通

ず
る
と
こ
ろ
を
感
じ
ま
す
。一
人
の
患
者
の
た
め
に
、

医
師
、看
護
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ

て
最
大
限
に
力
を
合
わ
せ
る
か
ら
で
す
。し
か
し
こ

れ
は
、医
療
現
場
に
限
ら
ず
、社
会
で
は
誰
も
が

ど
こ
か
で
経
験
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ラ

グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
ベ
ス
ト
８
に
輝
い
た
よ
う
に
、本

学
が
一
丸
と
な
れ
ば
、社
会
そ
し
て
未
来
の
多
方
面

に
さ
ら
に
影
響
を
与
え
る
存
在
に
な
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。皆
さ
ま
と
共
に
明
る
く
闊
達
な
大
学
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は

生
涯
学
べ
る
力
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い

「
サ
イ
エ
ン
ス
は
思
い
や
り
」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福
岡
市
出
身

1
9
5
2
年
3
月
6
日
生
ま
れ

1
9
7
8
年
福
岡
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

大
切
に
し
て
い
る
言
葉

専
　
　 

門 

職
　
　 

歴

1
9
8
1
年　
　

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学

　
　
　
　
　
　
　

内
科
フ
ェ
ロ
ー（
4
年
間
）

1
9
8
8
年　
　

福
岡
大
学
病
院
内
科
第
二
講
師

2
0
0
0
年　
　

医
学
部
内
科
学
第
二

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
0
7
年
4
月
講
座
名
変
更
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

心
臓
・
血
管
内
科
学
）主
任
教
授
、

　
　
　
　
　
　
　

福
岡
大
学
病
院
循
環
器
内
科
部
長（
兼
務
）

2
0
0
5
年　
　

12
月
か
ら
2
0
0
7
年
11
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

福
岡
大
学
病
院
副
病
院
長（
１
期
）

2
0
1
3
年　
　

12
月
か
ら
2
0
1
9
年
11
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

医
学
部
長（
3
期
）

2
0
1
4
年
〜

心
臓
・
血
管
内
科
学

　

医
療
に
お
い
て
の
サ
イ
エ
ン
ス（
科
学
）と
は「
思
い
や

り
」。思
い
や
り
が
な
い
限
り
、科
学
は
発
展
し
な
い
と
思
い

ま
す
。人
を
第
一
に
考
え
、科
学
を
科
学
で
終
わ
ら
せ
な

い
。そ
う
い
っ
た
思
い
を
学
生
に
伝
え
て
い
ま
す
。

教
育
を「
共
育
」と
捉
え

共
に
成
長
す
る

「R
ise
 w
ith
 U
s

」

新
た
な
時
代
を
見
据
え
、今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
、

朔
学
長
が
、就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を
語
り
ま
す
。

profi le

新
役
職
員
紹
介  

新
学
長
紹
介

新
役
職
員
紹
介  

新
学
長
紹
介

朔 啓二郎 福岡大学長

明るく闊達な大学の共創
かっ          たつ

SAKU Keijiro

基
盤
研
究
機
関『
心
臓
・
血
管
研
究
所
』所
長
。

学
校
法
人
福
岡
大
学
理
事
、同
評
議
員
を
歴
任
。

日
本
内
科
学
会
功
労
会
員
、日
本
動
脈
硬
化

学
会
功
労
会
員
、日
本
循
環
器
学
会
特
別
会

員
、日
本
心
臓
病
学
会
特
別
正
会
員
な
ど
。日

本
循
環
器
学
会
理
事
、日
本
心
臓
病
学
会
理

事
も
歴
任
。医
学
博
士
。67
歳
。

特
　
集
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加留部 善晴 
副学長（教学担当）

（薬学部）荒牧 重登 
副学長（研究・情報・地域連携・就職担当）

（工学部） 小野寺 一浩 
副学長（財政担当）

（法学部）

「学生のための大学」として
多岐にわたる支援を行う
「学生のための大学」として
多岐にわたる支援を行う

教
育
・
研
究
・
医
療
お
よ
び
地
域
連
携
を
柱
に
発
展
を
続
け
る
福
岡
大
学
。

新
副
学
長
・
新
事
務
局
長
が
抱
負
を
語
り
ま
す
。

　大学生活という限られた時間の中で学びを定着させ、課題を

発見し、解決する力を身に付けられるか。これは現在の大学教育

における大きな課題で、本学にとっても重要視すべきことと捉えて

います。

　２０２０年の教育改革に伴い、大学は「何を教えてきたか」では

なく、学生が「何を身に付けたか」が問われるようになった今、まず

は学位プログラムを再確認し、学生が学びの中に感動を見つけ

られるような、質の高い学びを提供したいと考えています。学問を

何のためにするか。その一つは、人生を有意義に生きるためにする

ものと思います。学問をしなくても生きてはいけますが、人生が味気

ないものになります。学生の皆さんには、キャンパスで「知る」ことと

「分からない」ことの波にもまれ、そこから知的興奮を味わってもらい

たいと思います。そのきっかけを数多く提供していきます。大学生活

とは、社会とつながるまでの途中段階に在るのものだと私は考え

ます。社会の入口に至るまで、十分な教育体制や設備、環境を整

えて学生の学びを支援していきます。

創剤学専門

教育・研究の一層の整備と
充実を図る
教育・研究の一層の整備と
充実を図る
　社会に役立つ優秀な人材を育てるためには、「教育」「研究」と

いう２つの機能が十分に働き連環することが重要です。学生に向

き合い基礎教育に力を注ぐと同時に、先進的で高度な研究活動

を実施できる環境整備に努めていきたいと思います。また、総合大

学の利点を生かした研究推進体制の整備・拡充を図り、産学官

連携を強めて地域の環境づくり、健康づくりに寄与していきます。

　大学時代の学びは、結果以上にそこに至るまでのプロセスが重

要です。学生が自発的に行動し、満足いく大学生活を送ることがで

きているか、その環境と機会を十分に与えられているか。教職員自

らも、今一度、原点に立ち返る必要があると考えます。さらに、学生

が将来の目標を見つけ、自ら考え行動する力を身に付けられるよ

う、教員や就職・進路支援センターとの連携強化も目指します。

　本学には素晴らしい研究成果を創出している教員が多く、その

成果や知見、思いをキャンパス施設の建設や情報システムの構築

等に生かしていきたいと考えています。そうすることが学生が学ぶ

場として、また研究機関として活気ある空間になると思っています。

情報アーキテクチャ専門

現場の意見を反映させ、
一人一人が活躍できる大学に
現場の意見を反映させ、
一人一人が活躍できる大学に
　学びの選択肢が増えた現代において、受験生等に“選ばれ

る大学”になるためには、教育全体の質を向上させることが大切

です。私は、学生が学部や学科の垣根を越えた学びを通して、

福岡大学でしか得ることのできない付加価値を身に付けて卒業

できる大学にしたいと考えています。そのためには、学生が十分

に学びを深めることのできる制度・設備・環境の整備が必要不

可欠です。限られた経営資源を時代に即した質の高い教育、そ

して挑戦的な研究、高度かつ先進的な医療等に効果的に投じ

ていきます。同時に、それらを支えるためには強固な財政基盤が

必要です。長期的な視点を持ってメリハリのある財政運営に取

り組んでいきます。

　本学は、在学生、卒業生の活躍によって社会的な信頼を得て

きました。今後もその信頼を得続けるために、学生や教職員の一

人一人が生き生きと活躍できる大学を目指します。誰もが失敗を

恐れず、挑戦する姿勢を尊重し、学生や教職員からの意見・提

案を広く吸い上げて施策に反映させていきたいと思います。

刑法専門

新
役
職
員
紹
介  

新
副
学
長
・
新
事
務
局
長
紹
介

新
役
職
員
紹
介  

新
副
学
長
・
新
事
務
局
長
紹
介

KARUBE YoshiharuONODERA KazuhiroARAMAKI Shigeto
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田中 守
副学長（医学・医療・スポーツ・健康・学生分野担当）

（スポーツ科学部）米嶋 邦章 
事務局長

TANAKA MamoruYONESHIMA Kuniaki

YAMAGATA Hiroshi

YAMASHITA Yasuhiro

KANG Moonwon

NAKAGAWA Seishi

約2万人の学生が集う福岡大学。
文系・理系の全9学部が一つに集約されたキャンパスで、専門性を高めます。

医療・健康・スポーツで
活力ある福大を
医療・健康・スポーツで
活力ある福大を
　「躍動感」などが高く評価された「大学ブランド・イメージ調査

2019-2020（九州・沖縄・山口編）」（株式会社日経BPコンサ

ルティング実施）で2位になるなど、エネルギッシュさや、キャンパス

内の活気、学生のコミュニケーション能力の高さは福岡大学の魅

力です。また、医療・健康・スポーツに関する積極的な地域貢献も

高い評価を得ています。このような評価や、学修や研究成果など

の内外への発信をさらに強化していきたいと考えています。それに

よって帰属意識の醸成を図り、学修・研究・スポーツ分野におけ

る成績のさらなる向上を目指していきます。とりわけ、学生スポーツ

の強化・普及・充実を目指した仕組みづくりを中心に、学生・教職

員・有信会をあげての福大スポーツ応援体制づくりを目指します。

　医学・医療分野では、各病院長と協力しながら、医学・医療分

野外からの視点も取り入れた議論を進めていきます。まずは、学

内にある医療施設や各種研究所、センターとの連携強化を図り

ながら、学生や教職員の健康管理、健康づくり支援、傷害等発

生時の緊急対応の充実等に取り組んでいきたいと思います。

体力学・スポーツ生理学・ハンドボール専門

ステークホルダーの期待に応え
夢がかなう大学づくりに努める
ステークホルダーの期待に応え
夢がかなう大学づくりに努める
　事務職員が働く部署は約70あり、部署によってステークホル

ダーはさまざまです。業務内容も多岐にわたるため、幅広い知識と

高度な業務遂行能力が求められます。業務が円滑に進むように、

まずは事務体制をより万全に整えていきたいと思います。

　福岡大学では、約2万人の学生が学問やクラブ活動などを通じ

て人間形成を図り、自身の目標を達成するために切磋琢磨してい

ます。学生の皆さんの目標や夢の実現を後押しするために、私たち

に何ができるのか、ステークホルダーの期待にどう応えていくのか。

今一度、その原点を意識して取り組んでいきたいと考えています。

　福岡大学の学生は「対人力が高い」と言われており、私はその

社会的な評価を大変うれしく、また頼もしく感じています。今後もそ

の力を育んでいくために、学生の皆さんと向き合う私たち自身が

「対人力」や「人間力」をさらに身に付ける必要があると考えてい

ます。そのための意識付けを行い研鑚する機会を充実させていき

ます。学生の良き相談相手として、また教員等の頼れるパートナー

として、使命感を持って夢がかなう大学づくりに努めていきます。

山下 恭弘法学部長

ゼミの活性化を図り、意見をまとめ伝える力を育む
　法学部では、専門知識と教養が身に付く少人数制のゼミの活性化に取り組んでいます。勉強
法や大学生活について理解を深める「法学部入門ゼミ」のほか、公務員等の職場見学で1年次
から学修意識を高めていく「基礎ゼミ」や、語学力の向上を目指した「パワーアップゼミ」など、個々
の能力を高める機会を設けることや、論述式の試験によって自身の意見をまとめ伝える力を育てて
いきたいと思います。ゼミの活性化と、学生・教員とのコミュニケーションを通して学部内の問題点
を見つけ、改善していくことが私の務めです。

国際法専門

山縣 浩人文学部長

　２０１９年に創立50周年を迎えた人文学部では、約１３０人の教員による少人数形式の細かな
指導を行い、８つの学科ごとに高い専門性を身に付けることができます。学部長として2期目となる
2年間では次の50年を見据え、人文学を多様な視点から学べる学部共通科目の創設など、さらな
るカリキュラムの充実を図りたいと考えています。人文学とはさまざまな思考、思想の過程を学ぶ学
問です。学部内の学生・教員の交流を拡充させ、視野や人脈を広げられる環境をつくりたいと思い
ます。

日本語学（近代）専門

姜 文源経済学部長

学生の積極性や挑戦する力を高められる環境づくりを推進
　経済学部は、在籍している教員の専門が多岐にわたっており、幅広い分野から興味のある授業
を選び、特化して学ぶことができます。専門的な知識の修得と同時に、行動力と、失敗を恐れず挑
戦する精神を育てていくことも重要と考えています。少人数での演習で一人一人が発言できる機
会を多く設け、学生が能動的に勉学に取り組み、本学部で得た知識や経験からさらに興味を広げ
「やりたいこと」を見つけられる環境づくりを推進していきます。

農業経済学専門

中川 誠士商学部長

時代のニーズを取り入れ、卒業後の人生を見据えた細かな指導を
　商学は、社会に現実に存在する産業、職業、仕事に関する諸課題に直接的に取り組んできた
学問です。そのため商学部では「会計専門職プログラム」「クリエイティブ・マネジメント・プログラム」
「商業・情報科教員育成プログラム」など、時代のニーズに応えた学びを積極的に導入していま
す。まずは、商学の基礎を身に付け、さらに学ぶ喜びを感じられる専門科目やゼミやプログラムに取
り組んでください。学生の皆さんが社会に出た後、本学での学びを最大限に生かせるよう、きめ細
かで実践的な指導を行っていきます。

ヒューマンリソースマネジメント専門

新役職員紹介  新学部長紹介新役職員紹介  新学部長紹介

新たな50周年を見据えて
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米沢 利広スポーツ科学部長

スポーツ熱の高まりを背景に支援体制を強化
　ラグビーＷ杯で日本代表が活躍し、東京五輪が目前に迫るなどスポーツ熱が高まっている中、
２０１９年３月に大学スポーツを統括する「大学スポーツ協会（UNIVAS）」が設立されました。こう
した機運を有機的に捉え、スポーツを支援できる体制づくりを進めたいと思います。「理論」と「実
践」の融合を重視したカリキュラムや希望する進路に即したプログラムの下で、競技力と人間力
を磨き、スポーツを通して「卓越性を持つ人材」の育成に努めます。

コーチ学専門

情報社会論
（商学部）

専門 

専門

憲法
専門

情報数理
専門

臨床疾患薬理学
専門

微生物薬品化学
（薬学部）

専門

地域科学
（経済学部）

専門

会計学
専門

英語学
専門

税務会計論
専門

臨床検査医学
専門

憲法
専門

運動生理学
（スポーツ科学部）

専門

臨床研究
（医学部）

専門

整形外科学
専門 

都市交通解析
専門

計算機工学
専門

スポーツ栄養学・
生化学

専門

檜垣 靖樹
教務部長

野田 慶太
研究推進部長

柴田 陽三
福岡大学筑紫病院長

経済学研究科長

佐藤 寿倫

李 明哲

工学研究科長

川中 健太郎

スポーツ健康
科学研究科長

栫井 昌邦
学生部長

長束 航
第二部主事

久保 善宏
人文科学研究科長

山内 進
商学研究科長

松永 彰
医学研究科長

村上 英明
法科大学院長

永星 浩一
図書館長

岩﨑 昭憲
福岡大学病院長

武居 一正
法学研究科長

田中 勝　
理学研究科長

岩崎 克典
薬学研究科長

鹿志毛 信広
大学院学務委員長

外科学

永田 潔文理学部長

論理的な思考と社会性、人間性を持った人材の育成を推進
　自然科学の探求は、技術の進化と産業の発展に結び付きます。例えば『ロウソクの科学』で有
名なファラデーの「電磁誘導の法則」等をきっかけに電波が理論的に予言され、実証されたこと
が、今日のＩＴ社会につながっています。このように、理学は基礎となる学問であり、社会に役立つも
のです。理学部での学びを通じて物事を多面的に見る力、論理的な思考で問題を解決する力を
養ってほしいと思います。学生の皆さんが満足できる教育環境を整え、社会性、人間性を育んで社
会で活躍できる人材の育成に努めていきます。

超高圧物性専門

小玉 正太医学部長

環境変化に対応したカリキュラム編成を加速
　医療を取り巻く環境が変化していく中、国家試験の在り方や求められる医師像も変わりつつ
あります。これまでもこうした変化に対応すべくカリキュラムの改編を進めてきましたが、その取り
組みをさらに加速させていきます。国家試験の合格率向上を図ると同時に、学生の皆さんが高い
目的意識を持って学問に取り組み続けられるよう、精神面も含めたサポートを行い、福大生の特
長である高いコミュニケーション力を持ったあたたかみのある医療従事者の育成を目指します。　

再生・移植医学専門

森山 茂章工学部長　

ものづくりを通して知識・経験・交流を育む
　専門性の高い６学科で構成される工学部。共通の基礎知識である、数学・物理・化学の学び
を定着させ、実験や実習を含めた学びの環境の整備に引き続き取り組みます。学生の皆さん
に、ものを創り出す過程で多くのことを学び取ってもらうために、学部や学科の垣根を越え、コ
ミュニケーションを生み出す場所としての「ものづくりセンター」を有効活用していきます。地域と
の連携もさらに推進させながら、多くの感動と幅広い経験を提供できるよう尽力します。

機械設計・工作専門

三島 健一薬学部長

多様な可能性の中で薬学の知識を発揮できる人材を育成
　薬学部では授業アンケートを行い、詳細に分析し授業やカリキュラム編成に生かしています。
また、医学科・看護学科、スポーツ科学部との協同学修は強化していきたい取り組みです。早い段
階から将来を意識した教育を行うことで、薬剤師試験などに向けた着実な学修を進めることができ
ると考えています。薬学は医療分野に限らず、食品や生活用品など、多くの分野に関わりのある学
問です。多様な可能性の中で知識を発揮できる人材の育成に一層取り組んでいきます。

生体機能制御学専門

新役職員紹介新役職員紹介

MISHIMA Kenichi
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NAGATA Kiyofumi

HIGAKI YasukiEBOSHI Koichi KAKOI Masakuni

NODA KeitaIWASAKI Akinori NAGATSUKA Wataru

SHIBATA YozoTAKESUE Kazumasa KUBO Yoshihiro

LI MingzheTANAKA Masaru YAMAUCHI Susumu

SATO ToshinoriIWASAKI Katsunori MATSUNAGA Akira

KAWANAKA KentaroKASHIGE Nobuhiro MURAKAMI Hideaki

MORIYAMA Shigeaki

KODAMA Shota

YONEZAWA Toshihiro
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泰
暢
先
生
と
の

出
会
い
で
、大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま
す
。「
幅
広
い
活
動

を
さ
れ
てい
て
、学
生
に
近
い
目
線
で
物
事
を
考
え
て

く
だ
さ
る
先
生
に
強
い
魅
力
を
感
じ
た
」と
言
う
阿
部

さ
ん
。３
年
次
か
ら
は
、森
田
先
生
を
中
心
に
運
営
さ

れ
てい
る『一般
社
団
法
人
ヒ
マ
ラ
ボ
』の
研
究
員
に
志

願
。ヒマ
ラ
ボ
は
、興
味
の
あ
る
事
柄
につい
て
、知
見
や

大
学
で
の
学
修
内
容
を
生
か
し
な
が
ら
研
究
す
る
、

学
生
と
社
会
人
に
よ
る
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
で
す
。阿
部
さ

ん
は
、こ
れ
ま
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
親
し
ん
で
き
た

「
体
験
型
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」の
制
作
に
挑
戦
す
る
な
ど
、

ヒマ
ラ
ボ
を
通
し
て
の
学
び
に
没
頭
し
てい
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
体
験
型
謎
解
き
ゲ
ー
ム
は
、学
園
祭

で
も
披
露
。こ
の
時
阿
部
さ
ん
は
、授
業
で
学
ん
だ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
知
識
を
生
か
し
た
い

と
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、回
答
を
も
と
に
し
た
数

値
分
析
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、「
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
、脱
出
の
成
否
に
関
わ
ら
ず
、楽
し
い
と
感
じ
る
」

と
い
う
結
果
を
導
き
出
せ
た
そ
う
で
す
。現
在
、こ
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
心
理
を
さ
ら
に
検
証
し
、卒
業
論
文
に

落
と
し
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
自
身
の
経
験
値
を
後

輩
に
伝
え
る
た
め
に「
や
さ
し
い
卒
論
発
表
会
」と
い

う
企
画
も
実
施
し
、好
評
を
博
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
大
学
で
の
学
び
は
、座
学
や
実
践
、課
外
活
動

な
ど
の
知
識
が
相
互
に
関
連
し
合
い
、さ
ら
に
理
解

が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
面
白
い
で
す
」と
語
る
阿
部

さ
ん
。興
味・関
心
に
学
び
を
生
か
し
、積
極
的
に
実

践
し
て
い
く
中
で
多
く
の
気
付
き
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
４
年
間
で
、た
く
さ
ん
の
自
分
の
居
場
所

が
で
き
ま
し
た
。社
会
人
に
な
っ
て
も
会
社
内
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
だ
け
で
な
く
、興
味
を
持
っ
た
こ
と
に

研
究
的
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
み
続
け
た
い
で
す
」

　

社
員
一
人
一
人
が
、仕
事
を
真
面
目
に
楽
し
ん
で

い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
点
に
魅
力
を
感
じ
、自
動

車
学
校
へ
の
就
職
を
決
め
た
阿
部
さ
ん
。

　
「
い
ず
れ
は
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、事
業
企

画
の
部
署
で
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。物
事

を
楽
し
む
視
点
を
自
分
な
り
に
伝
え
て
い
け
た
ら

う
れ
し
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

体験型謎解きゲーム×マーケティング

阿 部さんの自分年表
授
業
で
学
ん
だ
知
識
が

自
主
研
究
に
も
生
き
て
く
る

大
学
で
知
っ
た
学
び
の
面
白
さ

興
味
に
基
づ
い
た
研
究
を

社
会
に
出
て
も
続
け
て
い
き
た
い 

1・2年次

4年次

●「ヒマラボ」の活動に参加。体験型謎解きゲームを自主制
作し、学園祭で発表。マーケティングリサーチの授業で学ん
だアンケート作成と分析の手法が、プレーヤーの心理分析
に生かされた。

3年次

体験型謎解きゲームを制作

阿部 太一さん

商学部第二部商学科
４年次生

　

商
学
部
第
二
部
の
部
室
棟（
オ
リ
オ
ン

ホ
ー
ル
）で
す
。こ
こ
に
は
、学
生
が
多
く
集
っ

て
い
ま
す
。自
分
が
所
属
す
る
器
楽
部
の
仲

間
を
は
じ
め
、大
切
な
学
友
が
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。

　

家
計
に
あ
ま
り
負
担
を
か
け
ず
に
進
学

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。福
岡
大
学
の

商
学
部
第
二
部
は
学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ

制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、昼
間
に
無
理

な
く
働
け
ま
す
。さ
ら
に「
七
隈
の
杜
」奨

学
金
制
度
等
の
経
済
的
支
援
も
充
実
し

て
い
る
こ
と
か
ら
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

学
内
で
お
気
に
入
り
の

場
所
は
ど
こ
で
す
か
？　

Q.
商
学
部
第
二
部
を

選
ん
だ
理
由
は
何
で
す
か
？

Q.

阿 部さんのキャンパスライフ 　　一問一答

学
生
生
活

自
分
の「
好
き
」
を
極
め
る

学
び
を
最
大
限
に
生
か
し
て

高い満足度を与えることができた自作の体験型謎解きゲーム
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学生チャレンジプロジェクトに
参加
●学内ワークスタディ制度を利用し、学内事務の
アルバイトに取り組む。２年次には「福岡大学特
待生」として表彰を受ける。
●「学生チャレンジプロジェクト」に参加。商学部第
二部の魅力を伝えるパンフレットを作り、県内外
60の高校に配布。

マーケティングリサーチの授業で学んだ具体的なアンケートの作成方法
や分析手法を、自作した体験型謎解きゲームのプレーヤーの心理分析に生
かすことができたと言う阿部さん。経営心理学や消費者行動論の授業で学んだ
セグメンテーションやターゲティングの重要性にも改めて気付きました。

体験型謎解きゲームをテーマに
卒業論文作成
●学んだ知識の総括として、卒業論文を作成。
●「やさしい卒論発表会」など自主企画を立ち上
げる。



約
40
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
有
し
、鉄
道
事
業

を
は
じ
め
建
設
、不
動
産
、ホ
テ
ル
、流
通
、外
食

な
ど
多
彩
な
事
業
を
展
開
す
る
Ｊ
Ｒ
九
州
。同

社
の
取
締
役
専
務
執
行
役
員
・
事
業
開
発
本
部

長
を
務
め
る
田
中
龍
治
さ
ん
は「
そ
の
う
ち
24

社
を
管
轄
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。福
岡
市

中
央
区
六
本
松
・
九
州
大
学
跡
地
の
再
開
発
、

熊
本
や
大
分
、宮
崎
の
駅
ビ
ル
、そ
し
て
博
多
駅

近
く
に
２
０
１
９
年
に
誕
生
し
た
ホ
テ
ル「T

H
E
 

B
LO
S
S
O
M
 H
A
K
A
T
A
 P
rem
ier

」な
ど
、

話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
を
次
々
と
手
掛
け
て
き
た
田

中
さ
ん
は
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
笑
顔
が

印
象
的
。取
締
役
で
あ
り
な
が
ら
、社
内
で
す

れ
違
う
若
手
の
社
員
た
ち
と
気
さ
く
に
言
葉

を
交
わ
し
、冗
談
を
言
い
合
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
山
門
郡
瀬
高
町（
現
・
み
や
ま

市
）の
生
ま
れ
。親
戚
が
営
む
測
量
会
社
で
、中

学
生
の
頃
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。「
高
校
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
な
か
っ

た
」と
笑
い
ま
す
が
、大
学
を
選
ぶ
時
は
将
来
を

し
っ
か
り
見
据
え
て
、本
学
の
工
学
部
土
木
工

学
科（
現
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
）に
決
め
た
と

話
し
ま
す
。

「
九
州
で
こ
れ
か
ら
整
備
さ
れ
て
い
く
新
幹

線
や
地
下
鉄
、高
速
道
路
な
ど
に
携
わ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。他
大
学
の
建
築
系
学
科

に
も
合
格
を
得
て
い
ま
し
た
が
、4
年
間
福
大

で
土
木
を
学
べ
ば
希
望
す
る
進
路
先
で
活
躍

で
き
る
と
思
い
、進
学
を
決
め
ま
し
た
」

学
び
た
い
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
た
た
め
、

「
大
学
の
授
業
が
と
に
か
く
楽
し
く
て
仕
方
な

か
っ
た
」と
語
る
田
中
さ
ん
。特
に
専
門
教
育
科

目
が
始
ま
る
2
年
次
か
ら
は
無
欠
席
。嬉
々
と

し
て
授
業
に
出
席
し
、中
で
も
夢
中
に
な
っ
た
の

が
実
験
や
実
習
で
し
た
。実
験
の
時
は
先
生
に

時
間
の
延
長
を
願
い
出
て
、一
人
で
納
得
い
く

ま
で
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
福
大
に
は
、当
時
か
ら
立
派
な
機
材
が
そ

ろ
っ
て
い
た
ん
で
す
。会
社
に
入
っ
た
後
、大
学
時

代
に
使
っ
て
い
た
機
材
を
見
て
、他
大
学
出
身
者

が『
こ
れ
は
何
？
』と
聞
い
て
き
た
の
で
、自
分
た

ち
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
学
修
で
き
て
い
た
の
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

田
中
さ
ん
が
師
事
し
た
の
は
、都
市
工
学
が
専

門
の
教
授
で
し
た
。
90
分
あ
る
授
業
の
最
後
の

30
分
は
、当
時
4
年
次
生
だ
っ
た
田
中
さ
ん
が
授

業
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。「
学
生
な
の
に
、先
生
の
助
手
の
よ
う
な
顔

を
し
て
ね
」と
笑
う
田
中
さ
ん
で
す
が
、そ
れ
ほ

ど
先
生
か
ら
厚
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

人
か
ら
の
信
頼
を
集
め
る
と
い
う
点
で
、田
中

さ
ん
の
人
間
力
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
、大
学
3
年
次
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
し
た
。大
学

に
届
い
て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
中
か
ら
、短
期

で
楽
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
す
学
生
も
多
い
中
、田

中
さ
ん
が
選
ん
だ
の
は
新
し
く
で
き
る
ダ
ム
の
建

設
現
場
。夏
休
み
を
利
用
し
て
40
日
ほ
ど
働
き

ま
し
た
。「
ま
だ
雑
木
林
状
態
の
土
地
で
、地
盤

の
改
良
や
護
岸
工
事
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

勉
強
で
き
る
に
違
い
な
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

ま
し
た
」。田
中
さ
ん
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、多

分
野
の
職
人
が
集
ま
る
現
場
を
管
理
す
る
こ

と
。所
長
を
含
め
て
ス
タ
ッ
フ
は
４
人
、若
手
は
田

中
さ
ん
と
も
う
一
人
と
い
う
環
境
で
寝
食
を
共
に

し
な
が
ら
働
い
た
そ
う
で
す
。„
大
変
だ
っ
た
“と

話
が
続
く
と
思
い
き
や
、「
毎
日
が
も
の
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
よ
」と
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細
め
ま

す
。働
き
ぶ
り
も
評
価
さ
れ
て
、ア
ル
バ
イ
ト
先
か

ら
教
授
に
電
話
が
あ
り
、「
田
中
君
は
す
ご
い
で

す
ね
。知
識
と
行
動
力
が
あ
る
か
ら
、３
日
目
か

ら
現
場
の
人
た
ち
に『
主
任
』と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
よ
」と
報
告
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

持
ち
前
の
行
動
力
と
好
奇
心
で
、勉
強
に
も

情
熱
を
傾
け
た
田
中
さ
ん
は
、大
学
3
年
次
ま

で
に
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
ほ
ぼ
取
り
終
え
、

4
年
次
で
卒
業
論
文
を
２
本
書
き
ま
し
た
。

「
鉄
道
や
道
路
、土
質
な
ど
幅
広
く
興
味
が

あ
り
、研
究
室
の
先
生
に
や
り
た
い
こ
と
を
話
し

た
ら
、別
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
も
行
っ
て
み
た
ら

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
局
二
つ
の
研
究

室
を
行
き
来
し
、２
本
の
卒
論
を
仕
上
げ
ま
し

た
。友
人
の
卒
論
も
手
伝
っ
た
か
ら
、実
質
は
２
．

５
本
か
な
。本
当
に
学
ぶ
こ
と
全
て
が
楽
し
く

て
、と
て
も
充
実
し
た
大
学
生
活
で
し
た
」

就
職
・
進
路

田
中 

龍
治
さ
ん

九
州
旅
客
鉃
道
株
式
会
社（
J
R
九
州
）

取
締
役
専
務
執
行
役
員

１
９
7
7
年
３
月
、福
岡
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科（
現

社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
）卒
業
。同
年
４
月
、日
本
国
有
鉄

道
に
入
り
、１
９
８
７
年
民
営
化
に
よ
り
九
州
旅
客
鉃
道
株

式
会
社
に
入
社
。２
０
０
４
年
都
市
開
発
事
業
部
長
、２
０

０
７
年
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
九
州
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
ホ
テ
ル
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
、 

２
０
１
０
年
九
州
旅
客
鉃
道
株
式

会
社
取
締
役
事
業
開
発
本
部
副
本
部
長
兼
事
業
開
発
本

部
企
画
部
長
、２
０
１
７
年
専
務
取
締
役
事
業
開
発
本
部

長
な
ど
を
経
て
、２
０
１
8
年
６
月
か
ら
現
職
。

た
な
か
・
り
ゅ
う
じ

将
来
の
道
を
見
据
え
て

「
福
岡
大
学
の
土
木
」を
選
ん
だ

授
業
も
ア
ル
バ
イ
ト
も

好
き
な
こ
と
に
全
力
投
球

卒
論
を
２
本
書
き
上
げ
る
ほ
ど

学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た

異
端
だ
っ
て
い
い

伸
び
伸
び
と
思
い
を
描
い
て
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就
職
・
進
路

■1 人事課係長時代に参加した海外研修にて（1994
年） ■2  学生時代にアルバイトした山神ダムのダムカー
ドは今も持ち歩く ■3  長崎保線区助役時代（1985年） 
■4  JR九州ロゴの前で ■5  若手社員とも気さくに意見
交換をする ■6  取材に協力いただいたホテル開発部の
許斐さん（左）、広報部の栃原さん（右）も福大の卒業
生 ■7  2021年春開業予定の熊本駅ビル（イメージ）
■8  長年の夢が形に ■9  オープン直前までクオリティを
高めたホテル玄関の装飾品 ■10 博多織を表したこだわ
りの外壁 ■11 日本らしく、博多らしく、細部までこだわ
り抜いた空間デザイン

有
益
な
情
報
交
換
を
心
掛
け
ま
し
た
。そ
の
結

果
、５
年
で
１
０
０
億
円
と
い
う
目
標
を
見
事

に
達
成
し
た
の
で
す
。

部
長
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、社
員
と
共
に

宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格
試
験
に
も
挑
戦
。社

員
28
人
中
合
格
者
は
３
人
と
い
う
狭
き
門
で
し

た
が
、そ
の
中
に
当
時
49
歳
の
田
中
さ
ん
の
名

前
も
、も
ち
ろ
ん
入
っ
て
い
ま
し
た
。不
合
格

だ
っ
た
部
下
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
の
で
は

な
く
、テ
キ
ス
ト
を
発
行
し
て
い
る
出
版
社
と

交
渉
し
て
、社
員
向
け
の
宅
建
対
策
講
座
を
始

め
た
と
い
う
後
日
談
も
。そ
の
講
座
の
お
か
げ
で

翌
年
か
ら
合
格
率
が
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
は
、ホ
テ
ル
や
駅
ビ
ル
な
ど
の
開
発
を

意
欲
的
に
手
掛
け
て
き
た
田
中
さ
ん
。そ
の
際
、

ず
っ
と
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、現
場
を
見
て
歩

く
こ
と
で
す
。例
え
ば
、熊
本
駅
ビ
ル
の
開
発
に

あ
た
っ
て
は
、主
に
週
末
を
使
っ
て
30
日
ほ
ど
地

元
を
歩
い
た
と
言
い
ま
す
。熊
本
城
や
市
内
は

も
ち
ろ
ん
、レ
ン
タ
カ
ー
で
白
川
水
源
や
鍋
ヶ
滝

へ
も
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。「
自
分
が
ど
ん
な
も

の
を
作
り
た
い
の
か
、ど
う
す
れ
ば
地
元
に
根
差

し
て
愛
さ
れ
る
か
、多
く
の
も
の
を
見
て
感
じ

て
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
。熊
本
城

大
学
卒
業
後
は
、国
鉄（
日
本
国
有
鉄
道
）に

入
り
ま
し
た
。「
も
の
づ
く
り
に
関
わ
り
た
く
て
、

国
鉄
な
ら
新
幹
線
が
あ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

北
九
州
の
門
司
に
配
属
さ
れ
、測
量
し
て
電
化

工
事
を
し
た
り
、線
路
を
強
化
し
た
り
、い
ろ
い

ろ
な
鉄
道
ラ
イ
ン
を
計
画
し
、施
工
ま
で
担
当

し
ま
し
た
。「
君
し
か
い
な
い
」と
難
し
い
仕
事
を

打
診
さ
れ
て
も
、ひ
る
む
こ
と
な
く
受
け
て
立
っ

た
と
言
い
ま
す
。入
社
10
年
後
の
１
９
８
７
年
、

民
営
化
さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
九
州
に
。田
中
さ
ん
は
人

事
部
で
社
員
教
育
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
の
は
45

歳
の
時
。「
そ
ろ
そ
ろ
希
望
す
る
と
こ
ろ
に
行
か

せ
て
く
だ
さ
い
」と
懇
願
し
、ア
イ
デ
ア
を
生
か

せ
る
事
業
開
発
部
門
へ
の
異
動
を
果
た
し
ま
し

た
。ま
ず
は
売
上
25
億
円
ほ
ど
だ
っ
た
M
J
R

と
い
う
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
を「
５
年
で
１
０
０
億

円
に
し
ま
す
」と
社
長
に
宣
言
。住
宅
会
社
の
モ

デ
ル
ル
ー
ム
を
見
て
回
り
、東
京
に
も
足
を
運
び

ま
す
。「
東
京
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
行
く
と
、上
か

ら
降
り
て
く
る
食
器
棚
や
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
、食

洗
器
な
ど
最
新
設
備
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
い
ち

早
く
九
州
に
持
ち
込
み
ま
し
た
」。ま
た
、不
動

産
や
金
融
な
ど
関
係
者
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

の
重
厚
な
黒
と
天
守
の
白
を
取
り
入
れ
て
、鍋
ヶ

滝
と
白
川
水
源
の
イ
メ
ー
ジ
で
水
を
流
し
て
…
と

い
う
よ
う
に
。興
味
を
持
ち
観
察
し
て
、ど
れ
だ

け
思
い
を
込
め
る
か
と
い
う
の
が
重
要
な
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
」と
言
葉
に
一
層
熱
が
入
り
ま

す
。大
分
駅
ビ
ル
に
は
温
泉
が
あ
っ
た
り
、宮
崎

駅
ビ
ル
に
は
青
島
の
波
状
岩
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
洗
濯
板
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
、中
に

は
神
社
が
あ
っ
た
り
と
、田
中
さ
ん
が
手
掛
け
る

建
物
に
は
地
元
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
と

驚
き
の
仕
掛
け
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
地
を
歩
く
の
は
、駅
ビ
ル
を
作
る
時
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。沖
縄
で
ホ
テ
ル
の
建
設
地
を

探
し
て
い
た
時
は
、「
こ
こ
に
ホ
テ
ル
が
建
っ
た
ら

ど
う
か
な
？
」と
土
産
屋
の
店
員
さ
ん
に
話
し

掛
け
て
重
要
な
情
報
を
つ
か
ん
だ
り
、マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
地
で
は
地
元
の
方
と
の
立
ち
話
か
ら

大
雨
時
は
水
が
あ
ふ
れ
る
と
聞
い
て
土
地
を
高

く
し
た
り
と
、自
ら
歩
き
自
分
の
五
感
を
使
っ

て
集
め
た
情
報
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘
は「
隗
よ
り
始
め
よ
」。田
中
さ
ん

が
国
鉄
時
代
か
ら
心
に
刻
ん
で
き
た
も
の
で

す
。「
い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
る
中
で
、ま
ず
は
自

ら
身
近
な
課
題
に
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
ん
で
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
。駅
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
開
発

も
、担
当
者
に
は
最
初
に
絵
を
描
く
と
こ
ろ
か

ら
オ
ー
プ
ン
後
ま
で
長
く
関
わ
っ
て
も
ら
う
と
、

並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
と
愛
着
を
持
っ
て
仕
事

を
進
め
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」。

現
在
は
取
締
役
や
事
業
開
発
本
部
長
と
し

て
、社
員
が
提
案
す
る
新
規
事
業
を
聞
き
、ア

ド
バ
イ
ス
し
た
り
判
断
し
た
り
す
る
機
会
が
多

い
と
い
う
田
中
さ
ん
。ご
自
身
が
失
敗
し
た
経
験

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。そ
う
尋
ね
る
と
、間
髪

入
れ
ず「
役
員
に
な
っ
て
10
年
で
失
敗
し
た
こ

と
は
無
い
か
な
」と
豪
快
に
笑
い
ま
す
。そ
し
て

ふ
と
真
面
目
な
表
情
に
な
り
、こ
う
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。「
失
敗
と
い
う
の
は
ね
、リ
ス
ク
を
読

み
切
れ
て
い
な
い
か
ら
起
こ
る
と
思
う
。私
は
ど

ん
な
仕
事
を
す
る
と
き
も
リ
ス
ク
を
最
低
５
つ

は
挙
げ
て
、次
の
打
ち
手
ま
で
考
え
て
お
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。失
敗
し
そ
う
に
な
っ
て
も
、

次
を
考
え
て
お
け
ば
大
丈
夫
。思
い
つ
い
た
こ
と

は
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
い
ま
す
」。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
企
業
戦
略
の
一
つ
に「
異
端
を

尊
ぶ
」が
あ
り
ま
す
。「
従
来
に
な
い
新
た
な
意

見
や
考
え
方
な
ど
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、耳

を
傾
け
、成
長
と
進
化
の
糧
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
。少
し
変
わ
っ
た
人
が
良
い
ん
で
す
。大
き

な
夢
を
描
き
、思
い
入
れ
を
持
っ
て
仕
事
を
す

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。そ
う
い
う
意
味
で
、福

大
出
身
者
は
ユ
ニ
ー
ク
な
人
が
多
い
。社
内
外
を

問
わ
ず
仕
事
を
し
て
い
て『
こ
の
人
は
何
か
違

う
』と
思
っ
た
ら
、福
大
出
身
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
結
構
あ
り
ま
す
」。

人
一
倍
好
奇
心
旺
盛
で
、豪
快
さ
と
緻
密
さ

を
兼
ね
備
え
、新
し
い
道
を
切
り
拓
い
て
き
た
田

中
さ
ん
。「
今
は
異
端
児
を
育
て
る
こ
と
が
私
の

使
命
」。そ
う
語
る
田
中
さ
ん
の
笑
顔
は
実
に
楽

し
げ
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

大
学
の
学
び
を
生
か
せ
る

技
術
系
か
ら
人
事
、開
発
へ

現
地
を
歩
く
こ
と
で
得
ら
れ
る

情
報
や
イ
メ
ー
ジ
が
大
切

リ
ス
ク
を
読
み
切
る
こ
と
で

失
敗
を
回
避
で
き
る

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば

や
が
て
大
き
な
道
に
通
じ
る
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就
職
・
進
路

植山 華子さん

株式会社大和速記情報センター
速記部

（人文学部日本語日本文学科 ２０１５年卒業）

焦らず自分のペースで
納得のいく就職活動を

「就職活動のゴール」を決めて
準備していこう

　

株
式
会
社
大
和
速
記
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、官
公

庁
等
の
会
議
や
講
演
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
録
音

を
も
と
に
会
議
録
を
作
成
し
て
い
る
老
舗
の
速
記

会
社
で
す
。植
山
さ
ん
は
九
州
・
沖
縄
、山
口
を
管

轄
す
る
福
岡
営
業
所
に
勤
務
し
て
５
年
目
。各
地

の
会
議
に
出
向
い
て
そ
の
場
で
録
音
し
た
り
、お
客

様
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
録
音
デ
ー
タ
を
聴
き
、文

字
に
起
こ
す
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
話
を
聞
け
る
こ
と
が
楽
し

く
、難
し
い
専
門
用
語
は
間
違
い
な
い
か
調
べ
て
書

き
起
こ
し
ま
す
。ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
正
確
に
文
字

に
す
る
こ
と
、発
言
内
容
は
そ
の
ま
ま
に
、よ
り
読

み
や
す
く
修
正
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、さ

ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

日
本
の
古
典
が
好
き
だ
っ
た
植
山
さ
ん
は
、日
本

語
や
文
学
を
学
ぶ
た
め
福
岡
大
学
人
文
学
部
日

本
語
日
本
文
学
科
に
進
学
。１
年
次
か
ら
興
味
深

い
授
業
が
多
く
、特
に
江
戸
文
学
を
読
み
込
ん
だ

り
、沖
縄
県
宮
古
島
の
方
言
に
触
れ
た
り
し
て
、日

本
語
の
奥
深
い
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
定
ま
ら
な
い
中
、２
年
次
の

授
業
で
三
浦
し
を
ん
さ
ん
の
小
説『
舟
を
編
む
』に

出
会
い
、「
本
に
関
わ
る
仕
事
は
面
白
そ
う
」と
ピ
ン

と
き
ま
し
た
。３
年
次
の
後
半
か
ら
学
内
で
開
催

さ
れ
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
合
同
企
業
説
明
会
に

参
加
し
て
、少
し
ず
つ
就
活
モ
ー
ド
に
。４
年
次
に

な
る
と
本
の〝
紙
〞に
興
味
を
持
ち
、製
紙
会
社
な

ど
約
10
社
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、内
定
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
内
で
初
め
て
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
を
生
産
し
、カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
、生
活

に
密
着
し
た
製
品
を
開
発
・
生
産
し
て
い
る
マ
ク
セ
ル

株
式
会
社
。入
社
４
年
目
の
日
下
部
さ
ん
は
、有
機

Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
量
産
化
に
必
要
な「
蒸
着
用
高
精
細
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
マ
ス
ク
」の
設
計
・
開
発
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。２
０
１
９
年
秋
、量
産
化
に
成
功
。日
下
部
さ

ん
は
開
発
に
携
わ
る
醍
醐
味
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
下
部
さ
ん
が
就
職
活
動
を
意
識
し
た
の
は
、

２
年
次
の
冬
で
し
た
。大
学
で
開
催
さ
れ
た「
業
界

研
究
セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
て「
自
分
は
何
を
し
た

い
の
か
」と
自
問
自
答
す
る
う
ち
、「
生
活
に
役
立
つ

も
の
を
作
り
た
い
」「
将
来
、自
分
の
子
ど
も
に
誇
れ

る
も
の
を
作
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
研
究
室
の
機
器
や
薬
品
、普
段
使
っ

て
い
る
電
化
製
品
の
製
造
会
社
に
注
目
し
、学
内

外
の
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
。そ
の
一
方
で
先

生
方
と
就
き
た
い
職
に
つ
い
て
話
し
合
い
、企
業
情

報
を
得
て
い
き
ま
し
た
。「
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

自
分
で
探
し
に
い
か
な
い
と
、必
要
な
情
報
は
得
ら

れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
し
て
見
つ
け
た
の
が
、マ
ク
セ
ル
株
式
会
社
で

し
た
。４
年
次
の
６
月
、工
場
見
学
へ
行
き
、高
い
技

術
力
、商
品
の
独
自
性
、部
署
の
垣
根
を
越
え
て

開
発
に
取
り
組
む
柔
軟
性
に
魅
力
を
感
じ
、同
社

に
絞
っ
て
就
職
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

希
望
の
職
に
就
け
た
理
由
に
つ
い
て
、日
下
部
さ

ん
は「
ゴ
ー
ル
を
決
め
、そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
行
動

し
た
か
ら
」と
分
析
し
ま
す
。４
年
次
に
内
定
を
頂

く
た
め
に
、３
年
次
は
研
究
室
で
の
研
究
や
就
職

活
動
に
集
中
す
る
。そ
の
た
め
に
は
１
・
２
年
次
は

勉
学
に
励
ん
で
必
要
な
単
位
を
取
得
し
て
お
く
。

事
前
の
計
画
と
行
動
に
よ
っ
て
、研
究
や
就
職
活

動
に
専
念
で
き
た
の
で
す
。

　

ま
た
、塾
講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
が「
考
え
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
」の
練
習
に
な
り
ま
し
た
。「
授
業
は
知
識
を

頭
に
入
れ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
が
多
く
、初
め
て
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
機
会
は
就
職
活
動
の
面
接
と
な
り
が

ち
で
す
。ア
ル
バ
イ
ト
が
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
訓
練
に
な
っ
て
い
た
の
で
、面
接
で
慌

て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

日
常
生
活
の
中
か
ら
将
来
の
夢
に
つ
な
が
る
ヒ

ン
ト
を
得
て
行
動
に
移
し
て
い
っ
た
日
下
部
さ
ん
。

次
の
夢
は
、世
界
に
誇
れ
る
技
術
を
広
め
て
い
く
こ

と
で
す
。日
下
部
さ
ん
は
ま
た
、新
た
な
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

就職・進路支援センターからのお知らせ

日下部 弘樹さん

マクセル株式会社
ライフソリューション事業本部

（工学部化学システム工学科 2016年卒業）

　

夏
は
大
学
の
前
期
試
験
に
集
中
す
る
た
め
、一度
勉

学
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
た
植
山
さ
ん
。試
験
終
了
後
、

ゼ
ミ
の
食
事
会
で「
求
人
が
来
て
る
よ
」と
先
生
に
教

え
て
も
ら
っ
た
の
が
今
の
会
社
で
し
た
。「
多
彩
な
話

を
聞
け
る
仕
事
で
、自
分
が
起
こ
し
た
原
稿
が
報
告

書
な
ど
の
形
に
残
る
の
も
いい
な
と
思
い
ま
し
た
」。

　

筆
記
試
験
・
面
接
を
経
て
最
終
面
接
に
進
み
、

内
定
を
獲
得
。納
得
し
て
就
職
活
動
を
終
了
し
、

卒
業
ま
で
の
期
間
は
卒
業
論
文
に
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。「
私
の
周
り
は
教
職
を
目
指
す
人
が
多
か
っ

た
た
め
、教
職
希
望
で
な
い
私
は
、ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
意
識
し
、勉
学
と
就
職

活
動
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
周
囲
に
振
り
回
さ
れ
ず
、自
分
の
や

り
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
と
い
う
軸
を
持
っ
て
自
分

の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

＼就職までの道のりを紹介！／ 

リアル就活ストーリー
1、2年次

小学生の頃から打ち込んできたバレエとガールスカウトの活
動を継続

●

必修や専門課程の授業を受けて、古代語や江戸近世文学
などに興味を持つ
●

＼就職までの道のりを紹介！／ 

リアル就活ストーリー

2年次

冬　 業界研究セミナーに参加●

3年次

冬　 大学院への進学も視野に入れながら、エントリーする
　　 企業の絞り込みを進める

●

4年次

３月　エントリー先を１社に定め、講座等でエントリーシート
　　  や履歴書の書き方を習う

●

８月　最終面接を経て、
　　  内々定

●

6月　マクセル株式会社
　　 の工場見学に参加。
　　 社員の方から企業風
　　  土、仕事内容等を聞く

●

４月　マクセル株式会社
　　  にエントリー

●

日
本
の
古
典
や
日
本
語
が
好
き
で

言
葉
を
文
字
で
記
録
す
る
職
に
就
く

大
学
の
勉
強
を
大
切
に
し
な
が
ら

就
活
に
も
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ

「
自
分
は
何
が
し
た
い
の
か
」

自
問
自
答
の
末
に
見
つ
け
た
進
路

研究室の仲間と

【就職・進路支援センター公式ウェブサイト】https://www.career.fukuoka-u.ac.jp/
FUポータルやFacebook、Twitterでも就職や進路に役立つ情報を随時発信中です。

4年次

４月　学内の合同企業説明会に参加●

７月　前期試験に向けて勉強に集中●

９月　ゼミの先生に株式会社大和速記情報センターの求
　　  人を教えてもらい、エントリー

●

10月　筆記試験と一次面接、最終面接を経て株式会社大
　　  和速記情報センターに内定

●

くずし字のテキストと、在学中に作った和綴じの本

訪書旅行では、京都大学で貴重な資料
を見たり哲学の道を巡った

3年次

２つのゼミに絞り、熱心に勉強に取り組む●

３月　学科の
　　 「訪書旅行」に
　　 参加

●
ほう しょ

冬  　学内のガイダンスに参加したり、就職・進路支援センタ
　　 ーで「就職サポートＢＯＯＫ」を入手するなど、就職活動
　　  の準備を進める

●

３年次に研究室の研究や
就職活動に集中できるよ
う、履修可能な全ての授
業に出席。勉学とアルバ
イトで多忙な日々を送りな
がら学びを深めていく

●

1年次

試験前は友人と勉強会を開く

早
め
の
準
備
と

余
裕
あ
る
行
動
が
実
を
結
ぶ

※詳細はＦＵポータルで確認してください。

　3年次生・大学院1年次生は、就職活動が本格的にスタートする時期です。
まずは、気軽に就職・進路支援センターへ足を運んでみてください。

［2020年3月卒業見込者対象］
■学内合同企業説明会・選考会
　2月7日（金）

［3年次生・大学院1年次生対象］
■大学院就職ガイダンス
　1月14日（火）
■第4回就職ガイダンス
　1月29日（水）・30日（木）
■SPI対策セミナー
　2月7日（金）・8日（土）

■集団模擬面接
　2月12日（水）～14日（金）、
　　 17日（月）～19日（水）
　3月25日（水）～27日（金）
■1日で自己PRから履歴書が
　描けるようになるセミナー
　2月19日（水）
■エントリーシートの書き方セミナー
　2月20日（木）・21日（金）
■3時間で面接のコツを体感するセミナー
　2月26日（水）・27日（木）

■グループワーク・
　グループディスカッション講座
　2月25日（火）～28日（金）
　3月30日（月）・31日（火）
■学内個別企業説明会
　3月2日（月）以降
■面接突破セミナー
　3月9日（月）

［全学生対象］
■学内合同業界研究会
　1月31日（金）・2月1日（土）
■業界研究セミナー
　2月12日（水）～14日（金）、
　　　17日（月）・18日（火）
■学内OB・OG訪問会
　2月15日（土）
■九州・山口・広島
　UIJターン合同企業研究会
　3月12日（木）



学
生
生
活

仲間と多様なチャレンジを楽しむ
「学生らしい旅」をテーマに

仲間と切磋琢磨し続ける
次の勝利に向けて

年
、発
足
か
ら
55
年
目
を
迎
え
た
旅
研
究

部
。「
学
生
ら
し
い
旅
」を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
、基
本
原
則
と
し
て
飛
行
機
と
新
幹
線
、自
動

車
を
使
わ
な
い
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
旅
を
年
６
回
ほ
ど

実
施
し
て
い
ま
す
。時
刻
表
の
見
方
か
ら
経
済
的
な

旅
行
プ
ラ
ン
の
立
て
方
、テ
ン
ト
の
使
い
方
、野
外
調

理
の
仕
方
ま
で
部
内
講
習
会
が
あ
る
の
も
魅
力
。

　

メ
ー
ン
行
事
は
年
２
回
の
遠
征
。夏
季
は「
１
０

０
km
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
テ
ー
マ
に
、今
年
度
は
３

班
に
分
か
れ
て
長
崎
の
大
村
湾
や
壱
岐
な
ど
を

５
日
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。期
間
中
は
携
帯
電
話

の
使
用
は
禁
止
で
、持
参
し
た
米
と
イ
ン
ス
タ
ン

ト
み
そ
汁
の
み
を
食
べ
、テ
ン
ト
に
泊
ま
り
ま
す
。

前
幹
事
の
出
水
雄
大
さ
ん（
法
学
部
経
営
法
学

科
３
年
次
生
）は「
歩
い
て
い
る
と
地
元
の
方
か
ら

『
何
し
て
る
の
？
』『
車
に
乗
せ
て
行
こ
う
か
？
』と

声
を
か
け
ら
れ
、人
の
温
か
み
を
感
じ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

春
季
遠
征
は
、班
ご
と
に
１
週
間
好
き
な
所
へ

行
き
ま
す
。電
車
を
乗
り
継
ぎ
、福
岡
か
ら
北
海

道
ま
で
行
っ
た
班
も
。ど
の
旅
も
絶
景
に
感
動
し

た
り
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
外
国
人
と
交
流
し
た
り
、

部
員
の
仲
間
意
識
が
高
ま
っ
た
り
と
楽
し
み
は
い

ろ
い
ろ
。「
人
へ
の
気
配
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
付
き
、予
想
外
の
出
来
事
に
も
動
じ
ず
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
現
幹
事
の
藤
野

朝
光
さ
ん（
商
学
部
経
営
学
科
２
年
次
生
）は
話

し
ま
す
。旅
研
究
部
で
の
活
動
を
通
じ
て
旅
行
業

に
興
味
を
持
ち
、ホ
テ
ル
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
た
先

輩
も
い
る
そ
う
で
す
。あ
え
て
便
利
さ
を
避
け
、知

恵
と
工
夫
と
助
け
合
い
に
よ
っ
て
多
彩
な
旅
を
楽

し
む
旅
研
究
部
。学
生
な
ら
で
は
の
旅
の
数
々
は一

生
の
思
い
出
に
な
り
そ
う
で
す
。

24
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昨
０
１
９
年
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

王
座
決
定
戦
で
、全
国
２
位
と
い
う
成

績
を
収
め
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
。そ
の
歴
史
は
古

く
、福
岡
大
学
の
前
身
、福
岡
商
科
大
学
の
発
足

と
同
じ
、１
９
４
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
し
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
音
と
、掛
け
声
が
響
き
渡

る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。「
オ
ン
シ
ー
ズ
ン（
３
月
〜
11
月
）

は
、週
に
一
度
の
休
み
以
外
、土
・
日
も
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
」と
話
す
の
は
幹
事
の
末
𠮷
慶
如
さ

ん（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
健
康
運
動
科
学
科
３
年
次

生
）。入
部
当
初
は
、高
校
時
代
の
部
活
動
よ
り

も
は
る
か
に
多
い
練
習
量
と
、学
業
と
の
両
立
に

戸
惑
い
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。そ
れ
だ
け
の
ハ
ー
ド

な
練
習
を
も
っ
て
し
て
も
、な
か
な
か
成
績
が
振

る
わ
な
い
苦
し
い
時
期
が
続
い
た
こ
ろ
、部
内
に
大

き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。

　
「
見
え
な
い〝
壁
〞を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う

と
全
員
で
意
識
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。先
輩
・
後

輩
の
垣
根
を
越
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
り
、

褒
め
合
っ
た
り
と
、話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
先
輩
方

が
積
極
的
に
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
の
お

か
げ
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、支
え
合
え
る
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」。キ
ャ
プ
テ

ン
の
松
山
雄
磨
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ

科
学
科
３
年
次
生
）は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
適
度
な
距
離
感
を
保
ち
つ
つ
、時
に
尊
敬
し
、

時
に
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
向
き
合
う
良
い
関
係
性
を

築
け
た
こ
と
が
、好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ

う
。今
後
は
後
輩
の
活
躍
に
期
待
し
な
が
ら
も
、

自
分
た
ち
の
技
術
も
高
め
て
い
き
た
い
」と
語
り

ま
す
。今
年
８
月
の
全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
、ベ
ス
ト
４
進
出
を
目
指
し
て
日
々

の
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

２
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ソフトテニス部
　１９４９年設立。部員は１年次生12人、２年次生14人、
３年次生７人の計33人。平日16時30分～20時30分
（月曜日以外）、土・日９時～17時、総合体育館横のテニ
スコートで練習している

■1  仲の良さが強さの秘訣 ■2  勝利の瞬間、チームメイト
に駆け寄る仲間たち ■3  スマッシュの音が響き渡るコート 
■4  ハードな練習中も笑顔と思いやりを忘れない ■5  練習
終了後にそれぞれのフォームや練習についてアドバイスを
受け、自主練に励む

３月

５月

６月

７月

８月

10月

11月

春合宿

全九州学生ソフトテニス春季リーグ戦
大会

全日本大学ソフトテニス王座決定戦

西日本学生ソフトテニス選手権大会

全日本学生ソフトテニス選手権大会

全九州学生ソフトテニス秋季リーグ戦
大会

九州・四国・中国三地区学生ソフトテニ
ス大会

年間行事

6

旅研究部
　１９６４年に愛好会として発足。部員は１年次生14人、
２年次生９人、３年次生13人、４年次８人の計44人。火・
木の18時～20時で８号館もしくはＡ棟で活動

■1  大分県竹田市の黄牛の滝の前で ■2  夏季遠征 ■3  旅
行先の神社仏閣でのお参りも楽しみの一つ ■4  合馬竹灯
籠まつり（北九州市）にて ■5 ハードな旅行も仲間と一緒
なら最高の思い出 ■6  ルールに基づいた「学生らしい旅」を
計画

3月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月

春季遠征、春季合宿

GWの旅、ナイトウォーキング

学術文化祭、新入生歓迎登山

前期班旅

夏季遠征

夏季合宿

七隈祭事前合宿

後期班旅

年間行事



外
部
か
ら
の
電
波
を
遮
断
し
、無
線
機
器
な
ど
の
電
波
測
定
に
使
用
さ
れ
る
電
波
暗
室
。

1
9
7
7
年
に
旧
4
号
館
に
完
成
。5
0
0
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
上
の
電
波
を
測
定
で
き
る
施
設
と
し
て
は
、当
時
九
州
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
。

現
在
は
、新
し
く
な
っ
た
4
号
館
で
次
世
代
通
信
規
格「
5
G
」を
は
じ
め
と
し
た
通
信
シ
ス
テ
ム
の
実
験
な
ど
、最
先
端
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

福大で新発見・再 発見
RYOKUGANFUKU
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電
波
暗
室



　

福
岡
大
学
の
学
生
が
自
主
的
で
自
由
な
発
想
か
ら
企
画
し
た
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

大
学
が
物
心
両
面
か
ら
支
援
す
る「
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

15
回
目
の
今
年
度
は
、3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
目
線
の
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
挑
戦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
元
年
度
　
第
15
回

NO MORE レジ袋

ふく大運動会プロジェクト

社会人向け学校説明会

レジ袋セルフサービスコーナー

参加者全員での集合写真

「すぐに、ぼくは、ゴミになる。」などの目に留まる
フレーズをレジ袋に印刷

　

日
頃
か
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く
な
ど
、レ
ジ

袋
の
使
用
は
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
て
い
た
代
表
者

の
塔
村
真
奈
さ
ん
は
、学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
機
会
を
利
用
し
て「
レ
ジ
袋
削
減
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
い
た
い
」と

「
N
O 

M
O
R
E 

レ
ジ
袋
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

当
初
は
単
独
で
の
実
行
を
考
え
て
い
た
塔
村
さ

ん
で
し
た
が
、あ
る
先
生
の
助
言
が
あ
っ
て
ゼ
ミ
の
仲

間
に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、４
人
が
加
わ
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。学
内
で
最
も
レ
ジ
袋
の
使

用
量
の
多
い
売
店「
オ
ア
シ
ス
」を
対
象
に
、レ
ジ
袋

の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
と
、レ
ジ
袋
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印

刷
し
て
呼
び
掛
け
を
行
う
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

呼
び
掛
け
は
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の

２
週
間
、利
用
者
の
多
い
10
時
30
分
か
ら
13
時
ま
で

実
施
。テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
広
告
な
ど
を
参
考
に
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ

ー
を
制
作
、10
月
か
ら
学
内
の
立
て
看
板
や
オ
ア
シ

ス
内
に
貼
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

実
施
期
間
中
は
、そ
れ
ま
で
１
日
平
均
１
，５
０

０
枚
だ
っ
た
レ
ジ
袋
の
使
用
量
が
７
０
２
枚
と
半
分

以
下
に
減
っ
た
日
も
あ
り
、手
応
え
を
感
じ
た
と
い

う
メ
ン
バ
ー
。「
中
に
は
レ
ジ
袋
を
再
利
用
す
る
学
生

も
い
て
、こ
ち
ら
が
驚
か
さ
れ
ま
し
た
」と
振
り
返
り

ま
す
。２
週
間
や
り
切
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
自
信

に
つ
な
が
っ
た
と
話
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
背
中
を
押
し
た

自
分
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

レ
ジ
袋
の
使
用
量
が

１‒
２
以
下
に
な
っ
た
日
も

手
応
え
を
感
じ
ら
れ
た
呼
び
掛
け

N
O 

M
O
R
E

　
　
　
　 

　
レ
ジ
袋

DATA

　学内で持ち運ぶためだけに
使用され、すぐに捨てられるレ
ジ袋の使用量削減と、環境改
善へ向けてエコロジーの意識
付けに取り組む。

内　容

代表者
塔村 真奈さん
（商学部経営学科4年次生）

メンバー
5人

「仲間の大切さも感じることができた」と話す塔
村さん（写真左）

　
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
論
」の
授
業
を
通
じ
、企
業
で

働
く
障
が
い
の
あ
る
人
と
関
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し

て
、「
学
生
と
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
と
が
身
近
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
」と

感
じ
た
代
表
者
の
中
川
さ
ん
。障
が
い
者
と
支
援
者

と
い
う
関
係
で
な
く「
一
緒
に
一
つ
の
も
の
を
楽
し

む
」目
的
で
、大
学
名
と
幸
せ
を
か
け
た「
ふ
く
大
運

動
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

競
技
内
容
に
つ
い
て
は
、知
り
合
い
だ
っ
た
福
岡

出
身
の
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
・
永
野
明
さ
ん
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、メ
ン
バ
ー
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、競
技
や
進
行
を
練
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

10
月
末
か
ら
は
参
加
者
集
め
を
ス
タ
ー
ト
。学
内

で
は
、教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
や
看
護
学
科

を
中
心
に
チ
ラ
シ
１
，０
０
０
枚
を
配
布
。一
般
参
加

者
に
向
け
て
は
、20
社
以
上
の
企
業
や
福
祉
関
係

の
施
設
に
呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て
奔
走
し
た
結

果
、10
社
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
11
月
23
日（
土
）に
開
催
し
た
運

動
会
に
は
、学
生
23
人
・一
般
参
加
者
50
人
が
参

加
。競
技
の
合
間
に
昼
食
を
挟
み
、肩
を
並
べ
て
一

日
過
ご
す
こ
と
で
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、い
い
ム
ー
ド
に
。

一
般
参
加
者
か
ら
は「
新
し
い
挑
戦
が
で
き
た
」な
ど

の
声
が
聞
か
れ
、学
生
か
ら
は「
初
め
て
の
経
験
だ
っ

た
が
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
」と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

一
緒
に
一
つ
の
も
の
を
楽
し
む

垣
根
な
く
思
い
き
り
楽
し
ん
で

心
が
通
い
合
っ
た
運
動
会

ふ
く
大
運
動
会

　
　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

DATA

　大学生が社会に出る前に、企
業や学校に通う障がいのある
人について考えるきっかけづく
りを目的とし、運動会を通じて
交流の機会をつくる。

内　容

代表者
中川 裕太さん
（法学部法律学科3年次生）

メンバー
6人

㈱カムラックと協力して制作したパンフレット

盛り上がりを見せた「ディスクストラックアウト」

　

自
身
が
社
会
人
入
試
を
経
て
入
学
し
た
経
験

か
ら「
よ
り
多
く
の
社
会
人
に
大
学
入
学
を
現
実

的
な
選
択
肢
と
し
て
捉
え
て
も
ら
う
た
め
、情
報

収
集
に
役
立
つ
交
流
の
場
を
つ
く
り
た
い
」と
感

じ
た
代
表
者
の
寺
田
縁
さ
ん
。社
会
人
入
学
希

望
者
に
特
化
し
た
学
校
説
明
会
の
実
施
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・ス
キ
ル
ズ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
知
り
合
っ
た
現
役
入
学
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

「
堅
苦
し
く
な
い
説
明
会
に
し
よ
う
」と
、ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
の
会
を
計
画
。入
試
の
た
め
に
時
間
を

十
分
に
取
れ
な
い
社
会
人
の
状
況
を
意
識
し
、在

学
中
の
社
会
人
学
生
６
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

な
ど
し
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
17
日（
火
）に
開
催
し
た
説

明
会
で
は
、前
向
き
な
会
に
で
き
れ
ば
と
、多
く
の

人
が
参
加
し
や
す
い
天
神
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

を
借
り
て
行
い
ま
し
た
。

　
「
仕
事
と
勉
強
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
時
間
の

や
り
く
り
」や「
年
下
の
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
」「
年
齢
制
限
の
な
い
奨
学
金
制
度
」

な
ど
、寺
田
さ
ん
を
は
じ
め
、社
会
人
学
生
が
実
際

に
感
じ
た
学
生
生
活
で
の
不
安
や
活
用
し
た
制
度

な
ど
も
含
め
て
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
は「
も
う
一
度
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

再
燃
し
た
」「
諦
め
て
い
た
け
ど
大
学
に
通
う
未
来

が
少
し
見
え
た
気
が
す
る
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

大
人
が
学
ぶ
機
会
を
増
や
す

き
っ
か
け
づ
く
り
の
説
明
会

疑
問
や
不
安
を
払
拭
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
対
話

社
会
人
向
け

　
　
　
学
校
説
明
会

DATA

　社会人学生の立場から、大人
が学ぶ機会を人生の可能性を
広げる選択肢の一つとして提案
し、社会人入学希望者へ役立つ
情報を提供する。

内　容

代表者
寺田 縁さん
（商学部経営学科1年次生）

メンバー
5人

説明会当日の様子

説明会が近づくにつれてメンバーとの絆も深
まった

在学中の社会人学生にインタビューする寺田
さん

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
。

学
生
生
活
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ツイッターでも
情報発信中!
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広い作業室は、文系・理系の学生たちが集い、高め合う場所

万全のサポート体制で学生のものづくりをサポート

ものづくりセンターで製作した木工品の数々

サークルの活動で家具を製作中。職員のアドバイスを受けながら実践する

　

２
０
１
８
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た「
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」は
、工
具
や
機
械
を
使
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
４
号
館

内
の
施
設
で
す
。学
生
が
、「
習
う
」で
は
な
く
自

発
的
、積
極
的
に「
学
ぶ
」場
と
し
て
、ま
た
全
学

部
が
一つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
っ
て
い
る
本
学
の

特
長
を
生
か
し
、文
系
・
理
系
が
共
に
切
磋
琢

磨
す
る
場
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ペ
ン
チ
な
ど
の
手

道
具
か
ら
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、レ
ー
ザ
ー
加
工
機
と

い
っ
た
大
型
機
械
ま
で
そ
ろ
い
、多
彩
な
製
品
を
作

る
こ
と
が
可
能
で
す
。文
系
・
理
系
問
わ
ず
、多
く

の
学
生
が
も
の
づ
く
り
初
心
者
の
た
め
、ま
ず
は

「
こ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
み
た
い
」な
ど
の
質
問
や

相
談
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
工
学
部
の
熊
丸
憲
男
先
生
と
、

木
工
、金
属
加
工
、電
子
回
路
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
分
野
が
専
門
の
教
育
技
術
職
員
が
常
駐
し
て

お
り
、学
生
に
工
具
の
使
い
方
な
ど
の
指
導
を
行

い
な
が
ら
、作
業
中
の
安
全
確
保
に
も
努
め
て
い

ま
す
。「
大
切
に
し
て
い
る
の
は
学
生
の
や
る
気

を
尊
重
す
る
こ
と
。上
手
に
作
る
こ
と
よ
り
も
、

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
過
程
を
重
視
し

て
い
ま
す
。体
験
し
、失
敗
を
糧
に
す
る
こ
と
で

こ
そ
、知
識
や
技
術
が
身
に
付
き
ま
す
」と
熊
丸

先
生
は
話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、セ
ン
タ
ー
で
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼

ば
れ
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
他
学
部

の
学
生
同
士
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、も
の
づ
く
り

の
競
技
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
取
り
組
み

で
、協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
、ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー

ト
、ロ
ボ
コ
ン
、イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、エ
コ
ラ
ン

カ
ー
の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
中
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
開
設
後
、も
の
づ
く
り
の
技
術
力
が

向
上
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
積

極
的
に
参
加
し
た
り
、セ
ン
タ
ー
内
で
自
発
的
で

活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
り
と
、

学
生
の
活
気
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
熊
丸
先

生
は
話
し
ま
す
。「
現
代
社
会
は
便
利
ゆ
え
に
、

創
意
工
夫
す
る
力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。学
生
の
興
味
を
い
か
に
育
て
る
か
が
課
題
で

す
。創
造
力
と
は
学
ぶ
力
。自
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
、そ
の
力
は
養
え
ま
せ
ん
。も
の
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
の
経
験
を
通
し
て
創
造
力
を
伸
ば
し
、も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。も
の
づ
く
り
に
少
し
で
も
興
味
が
あ

る
人
は
、気
軽
に
相
談
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」。

　

充
実
の
設
備
と
、先
生
方
の
知
識
・
技
術
で

学
生
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
も
の
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
。学
部
を
越
え
た
交
流
で
学
生
た
ち
が

刺
激
し
合
い
、学
ぶ
力
、実
践
す
る
力
を
養
う
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
実
践
施
設

学
部
学
科
を
越
え
た
活
気
あ
る
学
び
の
場
で
、創
造
力
を
養
う

学びのプロセス

　「こんなものが作りたい」と
いう自分の興味に気付き、も
のづくりセンターへ。1時間の
基礎講習受講でセンターの利
用が可能。

気付く

1

　工具や機械を使ってトライ＆
エラーを繰り返し、イメージした
ものを完成させる。文系・理系
相互の交流により、新たなア
イデアが生まれることも。

実践

3

学生の声（文系）

小原 碧衣 さん

法学部経営法学科　１年次生

　雑貨が好きで、いつか自分で作ってみたいと思って
いた時に、ものづくりセンターを知りました。センター内
で他の人が作った作品や実際の工程を見るたびに、
創作意欲が増しています。独学では分からなかった機
材の使い方や、加工の方法などを先生方に教えてい
ただきながら自分で扱えるのがとてもありがたいです。
工学部に友人もでき、ロジカルな考え方に触れ、とて
も良い刺激をもらっています。授業では出会えなかった
人との交流を楽しみつつ、新しいアイデアを形にして
いきたいです。

他学部生との交流が刺激になり
新しいアイデアが生まれる

学生の声（理系）

川上 七海 さん

理学部化学科　１年次生

　最初から最後まで自分の手で創作活動ができる環
境が学内にあり、とても恵まれていると思っています。
私はものづくりセンターのマスコットキャラクター「ビバ
吉」をデザインしたのですが、ポスターやぬいぐるみな
ど、作ったものがさらに派生していく喜びも実感してい
ます。「私一人では作れないかも」と思うようなもので
も、試行錯誤しながら完成へと進めていく過程がとて
も楽しいです。学部や年齢を越えて、人と関われるもの
づくりセンターで刺激を受けながら、発想力を磨いてい
きたいと思います。

試行錯誤しながら
完成させる楽しさを実感中

先生の声

熊丸 憲男 准教授　

ものづくりセンター

　ものづくりの魅力は、デザインや機能をカスタマイズ
して自分専用のものを生み出せるところにあります。完
成までは苦労もありますが、出来上がったものが生活
を楽しく便利にしてくれる。それは工学の原点でもあり
ます。創造力を高めるために大切なのは「無意識を意
識する」こと。普段、何気なく見ているものの色や形、
素材などを意識して観察してください。改良すべき点や
新しい製品のアイデアが浮かんでくるでしょう。そんな
創意工夫する楽しさをぜひ、ものづくりセンターで体感
してほしいと思っています。

無意識を意識することが
ものづくりの出発点

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を

繰
り
返
す
過
程
を
重
視

便
利
な
時
代
に

創
意
工
夫
す
る
力
を　製作に必要なものや工程

について相談し、作業内容を
理解する。センターには各分
野の先生が常駐しており、学
生の創作意欲をサポート。

相談

2

工具の収納ケースなどはセンター職員が手作り

初心者でも安心してものづくりが可能

レザークラフトでは財布やティッシュケースなども製作可能

ものづくりセンター・ビバ吉
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学
び
と
研
究

環
境
負
荷
を
抑
え
循
環
型
社
会
に
適
応
す
る

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術
開
発
を
主
導

YAO Shigeru

P R O F I L E

　1981年京都大学工学部卒業。1986年同大学
大学院工学研究科博士過程満期退学。博士（工
学）。1986年に宇部興産株式会社入社。2006
年、次世代テーマ探索グループ長兼ナノテクノロジ
ー推進グループグループ長。その後、株式会社三菱
総合研究所で4年間の勤務を経て、2011年から現
職。専門分野は高分子材料、材料設計。

　「常識は必ずしも真実ではない」という意識とチャレンジ精神を持って行動して
ほしいと思っています。廃棄プラスチックの研究では、学生と一緒に新品のプラ
スチックと廃棄プラスチックを割り、破断面を見比べたことで内部構造の違いを
発見、新たな真実を見つけることができました。学生には、企業見学や展示会な
どに足を運びその場で社会的な流れを体感してもらいながら、「自分の意見を持
って物理的に考え、真実がどこにあるのかを見極めよう」と伝えています。

　企業時代に試したかった研究が今できているので研究が趣味の派生のよう
なものですが、あえて言うなら、共同研究を行う企業などを訪問する際に、その土
地を巡ることが好きです。学会発表等では海外にも行き、歴史的建造物などを
見てはその背景に思いを馳せています。これまでアウシュヴィッツ強制収容所
や、チェンマイの寺院も訪れました。過去に大きな戦争があったような場所を訪
れると、歴史により深く実感が伴います。

Q.1 研究室では学生にどのような力を
身に付けてほしいですか。

A.常識を疑い行動を起こすことで、
新しい発見をしてほしいです。

Q.2 先生の趣味は何ですか。

A.歴史や社会的背景を踏まえて、
国内外いろいろな場所を巡ることです。

　

レ
ジ
袋
や
車
の
内
装
材
な
ど
、私
た
ち
の
生
活

に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。八
尾
先
生

は
、素
材
自
ら
が
組
成
を
並
べ
整
え
る
力
を
利

用
し
て
、廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
、よ
り
強
度
の

強
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
作

る
基
礎
研
究
や
機
能
性

材
料
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

企
業
で
の
勤
務
時

代
、中
小
企
業
の
技
術

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
環

境
省
か
ら
委
託
さ
れ
た

調
査
研
究
を
担
当
し
て

い
た
八
尾
先
生
は
、現
場

で「
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
再
利
用
す
る
と
性
能

が
落
ち
る
た
め
使
え
な

い
」と
い
う
課
題
に
直
面
し
、研
究
へ
の
意
欲
が
高

ま
っ
た
と
言
い
ま
す
。福
岡
大
学
着
任
後
は
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
性
能
が
落
ち
る
原
因
を
、業
界
の

通
説
で
あ
る「
使
用
過
程
で
紫
外
線
を
浴
び
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
化
学
劣
化
」で
は
な
く
、「
無
理

な
成
形
を
す
る
こ
と
で
分
子
構
造
が
歪
み
を
起

こ
し
た
こ
と
に
よ
る
性
能
低
下
」で
あ
り
、加
工

に
工
夫
さ
え
す
れ
ば
元
に
戻
せ
る
こ
と
を
研
究

で
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
約
３
年
は
学
会
で
発
表
し
て
も
聴
衆

は
ほ
ん
の
数
人
。し
か
し
そ
の
後
、世
界
的
に
廃

棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
循
環
利
用
が
進
ま
な
い
こ
と

に
よ
る
環
境
負
荷
の
課
題
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、八
尾
先
生
の
研
究
も
脚
光

を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
７
月
に

は
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
先
導
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択

さ
れ
、民
間
企
業
10
社
と

大
学
研
究
機
関
８
校
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
開
発
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

八
尾
先
生
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
分
子
構
造
を
崩
さ

ず
に
再
生
さ
せ
る
技
術

が
ラ
ボ
レ
ベ
ル
で
は
実
証

で
き
て
い
ま
す
が
、今
後

は
実
用
生
産
に
向
け
た

材
料
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
」と
八
尾
先
生
。

ま
た
合
成
高
分
子
は
、従
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ

け
で
な
く
、半
導
体
や
人
工
臓
器
な
ど
の
新
し
い

用
途
で
の
応
用
も
次
々
に
提
案
さ
れ
て
い
る
可

能
性
の
広
い
分
野
で
す
。「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生

か
す
余
地
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
」と
展
望
を
語

る
八
尾
先
生
の
挑
戦
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

き
ま
す
。

企業に勤めていた時の気付きが、今の研究につながったと
語る

2017年10月にベトナム・ハノイで開催された「AWPP2017」
にて

研究室に設置された大きな装置。改良と研究を重ね、高性能のプラスチックを
生み出すことに成功

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
本
来
の

力
を
生
か
し
資
源
循
環
の

あ
る
べ
き
姿
を
追
究
す
る

研究への思いとオフの顔を知る2つの質問研究スイッチ

研究室を

訪 ね て

八尾 滋教授

工学部化学システム工学科



　

食
道
、胃
、大
腸
、肝
臓
が
ん
と
い
っ
た
腫
瘍
性

疾
患
や
炎
症
性
腸
疾
患
な
ど
、消
化
管
と
肝
臓

に
関
す
る
全
て
の
疾
病
の
診
療
を
行
う
、福
岡

大
学
病
院
消
化
器
内
科
。消
化
管
や
肝
臓
な

ど
、よ
り
細
分
化
し
た
科
を
設
け
る
病
院
も
多
い

中
で
、本
科
で
は
消
化
管
グ
ル
ー
プ
と
肝
胆
膵
グ

ル
ー
プ
が「
消
化
器
内
科
」と
し
て
統
合
し
、包
括

的
に
診
療
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
に
診
療
部
長
に
就
任
し
た

平
井
郁
仁
先
生
は
、「
消
化
器
全
体
の
診
療
を

一
つ
の
科
で
完
結
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、科
ご

と
に
移
動
す
る
と
い
っ
た
負
担
が
少
な
く
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
、良
い
体
制
だ
と
思
い
ま
す
」と

話
し
ま
す
。

　

日
常
的
な
疾
患
や
希
少
疾
患
、救
急
疾
患
を

網
羅
的
に
診
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
本
科
の
特

色
。大
量
消
化
管
出
血
や
腸
閉
塞
と
い
っ
た
緊

急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
も
多
く
搬
送
さ
れ
、本

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
も
密
接
に
連
携
し

な
が
ら
、幅
広
く
診
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
を
行
う
上
で
平
井
先
生
は「
外
科
の
サ

ポ
ー
ト
が
な
い
と
本
科
は
成
り
立
た
な
い
」と
消

化
器
外
科
と
の
連
携
を
強
調
し
ま
す
。週
に
１

回
、外
科
と
合
同
で
内
視
鏡
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
は
じ
め
、外
科
手
術
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
も

内
科
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、外
科
的
視
点
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

べ
き
重
要
な
任
務
で
す
。特
に
炎
症
性
腸
疾
患

が
原
因
と
な
る
炎
症
性
発
が
ん
な
ど
、発
見
が

非
常
に
困
難
な
症
例
の
診
療
は
、知
識
や
経
験

は
も
ち
ろ
ん
、最
新
鋭
の
設
備
が
充
実
し
て
い
る

本
科
が
担
う
べ
き
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。本

科
に
は
消
化
管
専
門
の
病
理
医
が
い
る
の
も
大

き
な
強
み
。正
確
な
診
断
を
支
え
に
、見
つ
け
出

す
こ
と
が
難
し
い
症
例
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
」

と
平
井
先
生
。

　

希
少
な
疾
患
の
診
断
も
然
り
で
す
。「
消
化

器
に
は
珍
し
い
疾
患
が
多
く
発
症
し
ま
す
。例

え
ば
小
腸
の
細
く
な
っ
た
箇
所
な
ど
、検
査
が
し

づ
ら
い
場
所
に
出
血
や
腫
瘍
が
発
生
し
た
場
合

は
、特
殊
な
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
や
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー

ン
小
腸
内
視
鏡
を
使
っ
た
検
査
や
治
療
が
必

要
。高
度
な
機
材
が
整
っ
た
本
科
こ
そ
が
担
う
べ

き
役
割
で
す
」。

　

他
病
院
と
も
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

消
化
器
系
の
予
防
・
治
療
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　
「
外
科
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
非
常
に
大

切
で
す
。患
者
さ
ん
の
年
齢
や
体
調
な
ど
を
踏

ま
え
、そ
の
人
に
と
っ
て
よ
り
負
荷
の
少
な
い
、

最
善
の
治
療
が
導
き
出
せ
る
か
ら
で
す
。ま
た
日

頃
、顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

取
り
、厚
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
か
ら
こ

そ
、そ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
支
え
に
、難
易
度
が
高
く

リ
ス
ク
を
伴
う
腫
瘍
切
除
や
バ
ル
ー
ン
拡
張
術

に
も
積
極
的
に
臨
め
る
の
で
す
」

　

今
後
は
、こ
う
し
た
診
療
各
科
と
の
連
携
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
話
す
平
井
先
生
。

「
着
任
後
、消
化
器
内
科
に
関
係
が
深
い
小
児

科
や
神
経
内
科
、放
射
線
科
と
は
意
識
し
て
連

携
を
強
め
て
き
ま
し
た
。特
に
私
の
専
門
で
あ

る
炎
症
性
腸
疾
患
は
、看
護
師
、栄
養
士
、薬
剤

師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、臨
床
工
学
士
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ
る
領
域
で
す
。他
科
、他
職

種
連
携
は
、さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
今
後
の

課
題
で
す
」と
の
言
葉
に
熱
が
込
も
り
ま
す
。

　

患
者
数
の
増
加
に
伴
い
、外
部
の
医
療
機
関

と
の
連
携
も
重
要
な
課
題
で
す
。福
岡
市
城
南

区
、南
区
、西
区
、中
央
区
お
よ
び
糸
島
方
面
の

医
療
従
事
者
と
は
、年
に
２
回
症
例
報
告
会
を

実
施
。さ
ら
に
本
科
主
催
の
各
疾
患
の
研
究
会

や
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
人
の
死
因
１
位
は
が
ん
で
、そ
の
半
数

以
上
が
消
化
器
系
の
が
ん
。他
領
域
に
比
べ
て

圧
倒
的
に
が
ん
の
発
生
率
が
高
い
た
め
、早
期
発

見
に
貢
献
す
る
こ
と
が
、大
学
病
院
の
果
た
す

293 0

医
療
情
報

日
常
的
な
疾
患
か
ら
希
少
疾
患
、

緊
急
疾
患
ま
で
消
化
器
を
包
括
的
に
診
療

消
化
器
外
科
の
フ
ォ
ロ
ー
が

よ
り
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
治
療
を
可
能
に

最
新
鋭
の
設
備
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
で

難
易
度
の
高
い
疾
患
に
立
ち
向
か
う

　平井先生が専門とする炎症性腸疾患に
は、代表的疾患として潰瘍性大腸炎とクロー
ン病という二つの難治性疾患があります。いず
れも以前は希少疾患でしたが、環境の変化な
どさまざまな要因により、ここ30年で患者数が
約10倍と急増。若年で発症し、治療期間も長
くなるため、必然的に進学や就職、結婚、出産
など、人生の分岐点に立ち会うことになり、患
者さんの数だけ治療の選択は異なります。数
多くの患者さんを医師としてだけでなく一人の
人間としても見守ってきた平井先生は、「患者
さんとの信頼関係が、適切な診療を行う上で
非常に大切」との思いに至ったそうです。
　「“エビデンス”という言葉も、医学的な根拠
といった意味だけでなく、患者さんと医師がき
ちんと信頼関係を築き、意思決定する、道筋
作りの重要性も表しているのです」。患者さん
一人一人に丁寧に寄り添いながら診療を積
み重ねる姿はまさに、「あたたかい医療」を体
現しています。

患者さんの人生に寄り添う仕事

Close-up

　2000年4月に「第三内科」として開設。総勢30人の局員のうち、約半数が
肝臓の専門医、残り半数が消化管の専門医。ラボスタッフとメディカルクラー
クのスタッフは合わせて約10人在籍する。病床数は45床。

福岡大学病院 消化器内科

週1回行われるカンファレンス 回診前にスタッフ全員で情報を共有

が
ん
や
特
殊
疾
患
の

早
期
治
療
を
推
進

人
の
生
命
に
寄
り
添
い
、病
気
の
治
療
と
予
防
に
立
ち
向
か
う
福
大
医
療
と
医
療
人
の
レ
ポ
ー
ト

Medical Report
ヒポクラテスの系譜

平井 郁仁 先生

医学部 消化器内科学 教授
福岡大学病院 消化器内科 診療部長
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福大カラーのグーミエ色から名付けられた
グーミーズは、行事の取材やコラムの執筆、
CM制作など、福岡大学の魅力を伝えるた
めの広報活動を行っています！ 広告業界で
活躍されている方と一緒に活動することも
あります。学年や学部を問わずみんなで楽し
く活動しています！

What’s
Goumies

学生広報サポーター（グーミーズ）が学術文化系団体を独自レポート！

書道部

 Q  書道部の活動について教えてください。

 書道部  学内外で展示する作品の制作をメ

インに、イベントでの書道パフォーマンスも行い

ます。学術文化祭や七隈祭での展示をはじめ、

部の年間最大行事である「福岡大学書道部

展」も開催しています。OB・OGの方と関わるこ

とも多く、先輩方も含めて部員同士に深い絆

があると感じます。

 Q  書道の魅力は何でしょう。

 書道部  人柄や感情を書に込めて表現でき

ることが一番の魅力です。字体だけではなく、

紙や墨ひとつで作風が変わることもあります。

講師の大原蒼龍先生には、「書く文字に込め

られた背景や歴史を深く勉強してから書に挑む

ように」と教わっています。

 Q  書道部の今年の抱負を教えてください。

 書道部  全日本高校・大学生書道展の団体

賞で5位以内に入ることが目標です。過去最

高の成績が6位なので、それを超えられるよう、

日々書に挑んでいます。

 Q  最後にこの記事を読んだ方に一言、お願

いします。

 書道部  書道には、習字のようにきれいな字

を書くだけでなく、自分で創作していく楽しさが

あります。部員の中には、習字や書道の未経

験者もたくさんいます。ぜひ書道部に来て作品

を見てみてください。

書に込められた背景や歴史を学び、
一人一人の個性を墨で表現する。

グーミーズとは

グーミーズコレクション

今回は私が
取材しました！

Ayu：商学部3年次生

#Goumies　　 Collection
皆
さ
ん
は
日
頃
し
っ
か
り
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

厚
生
労
働
省
の「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」（
平

成
29
年
）に
よ
る
と
、１
日
平
均
６
時
間
未
満
し

か
寝
て
い
な
い
人
は
20
代
で
４
割
を
超
え
、40
代

で
は
５
割
ほ
ど
に
の
ぼ
り
ま
す
。日
本
人
は
欧
米

人
に
比
べ
て
睡
眠
時
間
が
短
い
傾
向
が
あ
り
、最

近
は
さ
ら
に
短
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
は
、適
正
な
睡
眠
時
間
と
い
う
の
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。「
１
日
８
時
間
眠
っ
た
方
が
健
康
に

良
い
」と
い
う
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。一
般
的
に
は
20
代
で
７
時
間
、
40
代
で

６
時
間
半
が
目
安
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、実
際

に
は
長
く
寝
な
い
と
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
う
人
や
、

反
対
に
３
時
間
睡
眠
で
も
元
気
に
活
動
で
き
る

人
も
い
ま
す
。つ
ま
り
一
人
一
人
適
正
な
睡
眠
時

間
は
違
っ
て
い
て
、同
じ
人
で
も
年
齢
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
必
要
な
睡
眠
時
間
は
短
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
睡
眠
時
間
が
ど
の

く
ら
い
で
あ
っ
て
も
、朝
起
き
た
時
に「
あ
ー
、ぐ
っ

す
り
眠
れ
た
」と
感
じ
る
よ
う
な
、質
の
良
い
睡
眠

を
取
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。

睡
眠
不
足
に
な
る
と
、心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
が
出
て
き
ま
す
。昼
間
に
眠
気
を
感
じ
た

り
、集
中
力
や
記
憶
力
が
低
下
し
て
ミ
ス
が
多
く

な
っ
た
り
、や
る
気
が
起
き
な
か
っ
た
り
し
て
、勉

強
、仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
下
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。さ
ら
に
が
ん
や
高
血
圧
、糖
尿

病
、脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
、う
つ
病
な
ど
を
発
症

す
る
割
合
が
高
ま
る
ほ
か
、食
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
太
り
や
す
く

な
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

自
分
が
寝
不
足
と
自
覚
し
た
ら
、早
め
に
し
っ

か
り
寝
て「
睡
眠
負
債
」を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。た

人
生
を
大
き
く
左
右
す
る

「
快
眠
」の
す
す
め

Good Life サポート

　
大
学
に
入
る
と
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
り
、ア
ル
バ
イ
ト
で
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
り

し
て
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、寝
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。た
か
が
睡
眠
と
侮
る
こ
と

な
か
れ
。睡
眠
は
人
の
健
康
や
能
力（
学
力
・
体
力
・
集
中
力
な
ど
）に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
の
で
す
。

教えてくれたのは

医学部 衛生・公衆衛生学教室
福岡大学病院 呼吸器内科　吉村 力 准教授

だ
し
、寝
だ
め
は
で
き
ま
せ
ん
。１
度
長
く
眠
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、翌
日
か
ら
睡
眠
時
間
が
短
く
て
も

大
丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、長
時

間
寝
て
も
眠
気
が
続
く
場
合
は
、睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
な
ど
の
睡
眠
障
害
が
潜
ん
で
い
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、病
院
で
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。検
査
に
よ
っ
て
無
自
覚
だ
っ
た
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
が
判
明
し
、治
療
し
た
こ
と
で
成
績
が

ぐ
ん
と
上
が
っ
た
学
生
も
い
ま
す
。

睡
眠
を
う
ま
く
取
れ
な
い
と
、そ
の
人
が
本
来

持
っ
て
い
る
能
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

睡
眠
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、質
の
良
い
睡

眠
を
心
掛
け
て
、充
実
し
た
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

適
正
な
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ

寝
起
き
の「
熟
眠
感
」が
大
切

質
の
良
い
睡
眠
を
取
っ
て

自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

これでグッスリ!  快眠のポイント

症状から見る睡眠障害チェック

寝
る
時
は
、光
や
音
を
で
き
る
だ
け
無
く
し

ま
し
ょ
う
。明
る
い
場
所
で
寝
る
と
う
つ
病
に
な

り
や
す
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
の
で
、明
か
り

を
つ
け
る
な
ら
間
接
照
明
に
。朝
は
陽
光
が
入

る
と
ス
ッ
キ
リ
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

寝
室
の
環
境
を
整
え
よ
う

その1ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
睡

眠
を
妨
げ
ま
す
。就
寝
前
は
使
用
を
控
え
、入
浴

や
ア
ロ
マ
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
。布
団
に
入
っ
て

も
眠
く
な
け
れ
ば
、一
度
布
団
を
出
て
ス
ト
レ
ッ

チ
や
読
書
を
す
る
と
寝
つ
き
が
良
く
な
り
ま
す
。

寝
る
前
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

その2熟
睡
す
る
た
め
に
は
寝
具
も
重
要
で
す
。一

流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
は
寝
具

に
こ
だ
わ
る
人
が
多
数
い
ま
す
。オ
ー
ダ
メ
イ
ド

の
枕
や
特
殊
素
材
の
マ
ッ
ト
な
ど
は
、多
少
値

が
張
っ
て
も
使
っ
て
み
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。

寝
具
に
は
こ
だ
わ
ろ
う

その3

ZZZ…

日常生活で、以下のような症状はありませんか？
答えの横の点数を足して合計点を出しましょう。

睡眠障害による影響は少ないと考えられます。

睡眠障害による日中の眠気があるようです。
7点以上は特に危険です。
点数が高ければ高い程重症です。

0点　　     睡眠障害　低

1～12点　　睡眠障害　可能性あり

判定結果（4問の合計点）

Epworth Sleepiness Scale 改変

（1）座って雑誌、教科書、新聞などを
　 読んでいる時、うとうとする
□ほとんどない
□少しある
□半 く々らい
□よくある

0点
1点
2点
3点

（3）午後に横になって休息をとっている時、うとうとする

（4）講義などで静かに座っている時、うとうとする

（2）座ってテレビを見ている時、うとうとする

コ
ラ
ム

□ほとんどない
□少しある
□半 く々らい
□よくある

0点
1点
2点
3点

□ほとんどない
□少しある
□半 く々らい
□よくある

0点
1点
2点
3点

□ほとんどない
□少しある
□半 く々らい
□よくある

0点
1点
2点
3点

　

質
の
良
い
睡
眠
を
取
る
た
め
に
、吉
村
先
生
に

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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様様様様様

〔
九
万
円
〕様

〔
四
万
円
〕

２
人様様

様

〔
五
十
万
円
〕様

〔
二
十
一
万
円
〕様

〔
七
十
万
円
〕様

〔
七
十
三
万
円
〕様

〔
二
十
八
万
円
〕様

〔
三
十
万
二
千
円
〕様

〔
十
五
万
六
千
円
〕様

〔
十
四
万
六
千
円
〕様

〔
四
万
三
千
円
〕様

〔
四
万
五
千
円
〕

７
人

■
五
万
円

大
久
保
美
咲

脇
田　

佳
幸

■
一
万
円

川
畑　

朋
美

■
五
万
円

米
沢　

利
広

■
三
万
円

清
武　

玲
子

冨
嶺　

克
己

匿
名
様

■
一
千
万
円

株
式
会
社
福
岡
大

学
サ
ー
ビ
ス

■
五
十
万
円

福
岡
大
学
水
泳
部

O
B
・
O
G
会 

福
水
会 

会
長

松
川　

峰
生

■
四
十
万
円

福
田　

和
市

■
三
万
円

野
田　

守
洋

■
三
十
万
円

星
乃　

治
彦

■
五
万
円

山
村　

昌
次

■
三
万
円

菊
池　

孝
志

■
一
万
円
未
満

岡
﨑　
　

明

久
我　

秀
一

濱
﨑　

弘
志

廣
木
摩
理
勢

山
川　
　

稔

匿
名
様
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福岡大学学生サポート募金（掲載第2 3回）

寄付者ご芳名一覧
　

現
在
、福
岡
大
学
で
は
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
方
か
ら
、任
意
の

ご
寄
付
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
大
な
る
ご
支
援
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

福
岡
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
は「
本
学
の
学
生
に

対
す
る
全
人
教
育
の
推
進
、豊
か
な
学
生
生
活
の
形
成

を
支
援
す
る
制
度
」と
し
て
、在
学
生
、卒
業
生
、保
護

者
、大
学
の
相
互
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も

に
、本
学
独
自
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

福
岡
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
へ
の
寄
付
金
の
活

用
状
況（
令
和
元
年
9
月
30
日
現
在
）を
次
の
と
お
り

ご
報
告
し
ま
す
。

①
経
済
的
困
窮
学
生
に
対
す
る
奨
学
金

　

7
月
10
日（
水
）に
奨
学
生
証
を
3
人
の
学
生
へ
授

与
し
ま
し
た
。な
お
当
該
学
生
に
対
し
て
1
人
に
つ
き

30
万
円
を
寄
付
金
か
ら
支
給
し
ま
し
た
。

②
国
際
交
流
に
関
す
る
支
援

　

8
月
か
ら
10
か
月
間
、フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
学
生

に
対
し
、留
学
支
援
金
と
し
て
20
万
円（
月
2
万
円
）を

支
給
し
ま
し
た
。

③
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
強
化
に
対
す
る
支
援

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
出
場
を
目
指
す
、本
学
陸
上
競
技
部
・
体
操
競

技
部
に
所
属
す
る
学
生
2
人
に
対
し
、7
月
22
日（
月
）

に
奨
学
生
証
を
授
与
し
、1
人
に
つ
き
18
万
円（
月
3

万
円
）を
支
給
し
ま
し
た
。

創立8 5周年記念福岡大学新室内プール（仮称）建設募金（掲載第5回）

　

福
岡
大
学
新
室
内
プ
ー
ル（
仮
称
）は
学
生
の
保
健
体

育
科
目
、専
門
教
育
科
目
、課
外
教
育
活
動
は
も
と
よ

り
、幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
教
室
、ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ
り
、地
域
や
社
会
に
貢
献
す
る
場

と
し
て
後
世
の
人
々
に
永
く
愛
さ
れ
る
魅
力
的
な
施
設

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

プール募金概要
■目標額
　2億円
■寄付金額
　個人／一口 1万円
　（一口未満のご寄付もありがたくお受けいたします）
　法人・団体／一口の金額は特に定めておりません。
■申込方法
　ＰＣやスマートフォンなどを利用したインターネット募
金、振込による申し込みが可能です。
■募集期間
　平成30年7月～令和3年3月
■寄付者顕彰
　寄付累計額が基準を満たした方には寄付者名を刻
んだ寄付者銘板の設置や感謝状の贈呈などの顕
彰をさせていただきます。

募金の詳細は募金専用ウェブサイトをご覧になるか、
福岡大学財務部助成課までご連絡ください。

創
立
85
周
年
記
念

福
岡
大
学
新
室
内
プ
ー
ル（
仮
称
）

建
設
募
金
へ
の
ご
支
援
の
お
願
い

福
岡
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
へ
の

ご
支
援
の
お
願
い

〈完成予想図〉〈完成予想図〉

外観外観

内観内観

福岡大学への寄付者ご芳名一覧
本学に対し多大なるご寄付を賜り、深く感謝いたします。
ここに、令和元年7月1日から9月30日までの期間にご寄付をいただいた方々の
ご芳名を掲載させていただきます。

入学前予約型奨学金

国際交流に関する支援 

経済的困窮学生に対する
奨学金 

学生のスポーツ強化に
対する支援 
正課外教育及び社会貢献
活動に対する支援 
その他学生の教育、学習及び
生活に関する支援の充実を図る事業 

使　途

合　計

1,163,500

23,360,844

1,748,200

3,502,700

1,754,200

44,795,409

令和元年
6月までの
寄付金額（円）

16,200

449,469

1,200

457,200

4,200

30,000

令和元年
7月～9月

寄付金額（円）

1,179,700

23,810,313

1,749,400

3,959,900

1,758,400

44,825,409

76,324,853 958,269 77,283,122

寄付金累計額
（円）

寄付金受入状況（使途別）
令和元年9月30日現在

卒業生

在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

募金対象者

13,193,657

12,997,136

21,513,333

20,993,311

7,627,416

76,324,853

令和元年
6月までの
寄付金額（円）

438,533

0

509,950

2,200

7,586

958,269

令和元年
7月～9月

寄付金額（円）

13,632,190

12,997,136

22,023,283

20,995,511

7,635,002

77,283,122

寄付金累計額
（円）

寄付金受入状況（募金対象者別）
令和元年9月30日現在

合　計

卒業生

在学生の保護者

職員・役員

企業等法人

その他

募金対象者

3,132,000

534,000

4,110,000

15,761,000

80,000

23,617,000

令和元年
6月までの
寄付金額（円）

110,000

0

150,000

10,500,000

0

10,760,000

令和元年
7月～9月
寄付金額（円）

3,242,000

534,000

4,260,000

26,261,000

80,000

34,377,000

寄付金累計額
（円）

寄付金受入状況（募金対象者別）
令和元年9月30日現在

合　計

令和元年
6月まで

目標額まで
1億6,562万円

寄付金受入状況（月別）
令和元年9月30日現在

受入状況（円）

令和元年
6月まで

7月

8月

9月

目標額まで

目標額

23,617,000

200,000

30,000

10,530,000

165,623,000

200,000,000

職
員
・
役
員

（

）

退
職
者
・
学
外

理
事
等
を
含
む

企
業
等
法
人
・

そ
の
他

卒
業
生

joseika@adm.fukuoka-u.ac.jpメール

092-871-6813FAX

募金に関するお問い合わせ先

福岡大学 財務部助成課

職
員
・
役
員

（

）

退
職
者
・
学
外

理
事
等
を
含
む

卒
業
生

※
令
和
元
年
７
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
寄
付
者
の
ご
芳
名

を
掲
載

※〔　
　

〕内
は
累
計
寄

付
金
額

※
令
和
元
年
７
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
寄
付
者
の
ご
芳
名

を
掲
載

※〔　
　

〕内
は
累
計
寄

付
金
額

令和元年
7、8、9月

福岡大学古本募金
読み終わった本・DVD等で
福岡大学をご支援ください。
お申し込み・お問い合わせ先

受付：9時～18時・365日
運営協賛：古本募金きしゃぽん
　　　　 （嵯峨野株式会社）

［募金のご報告］

◎22人

◎3,561冊

◎54,269円
　（397,399円）
※令和元年7月から9月まで
　（　）内は平成30年8月から
　令和元年9月までの累計

福岡大学 古本募金 検索

0120-29-7000

092-871-6631（代）TEL

内線 2371・2372

新しい募金活動を令和元年9月より
開始しました
　本学では、「建学の精神」に基づいた「全人教育」の実現に向け、キャンパス内の建
物、グラウンドなどを整備する事業を積極的に推進しています。築50年を超え、老朽
化した福岡大学自修寮、福岡大学体育寮の建替は、
キャンパス整備事業の一環として進めるもので
す。これらの建物の建設資金の一部に充当し、人材
育成の一層の充実を図るため以下の募金活動を
開始しました。
　　・福岡大学新自修寮建設募金
　　 （募集期間：令和元年9月～令和4年3月）
　　・福岡大学新体育寮建設募金
　　 （募集期間：令和元年9月～令和4年3月）
　募金活動の詳細につきましては、募金趣意書お
よび募金専用ウェブサイトに掲載しております。
昨今の厳しい経済状況の折、誠に恐縮ではござい
ますが、ご支援、ご協力を賜りますよう、心よりお
願い申し上げます。　

▶スマートフォンは
　こちらからも
　アクセスできます。

▶こちらのキーワードでアクセス
　してください。

福岡大学 募金 検索

●本募金へのご寄付は、ウェブサイトからも
　お申し込み、払い込みができます。

https://bokin.fukuoka-u.ac.jp

福岡大学新自修寮完成予想図

福岡大学新体育寮完成予想図

●最大約50％の減税効果があります！
●現金だけでなく本やDVDでもできます！
●インターネットでの申し込みなら
　24時間受け付け可能です！

学校法人
福岡大学への
寄付は

株式会社福岡大学サービス 様

内舛 富男 様

大同生命保険株式会社 代表取締役社長 工藤 稔 様

医療法人恵友会 杵築中央病院 理事長 安東 孝文 様

一般社団法人九州建設技術管理協会 理事長 横峯 正二 様

株式会社そうりん 代表取締役 藤井 富生 様

前川 隆文 様

弁護士法人かばしま法律事務所 様

保 正明 様

福岡大学附属若葉高等学校後援会 様

15,000,000円

5,000,000円

1,000,000円

300,000円

200,000円

200,000円

179,000円

100,000円

50,000円

ベンチ一式他
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神
奈
川
県 

神
奈
川
県
立
厚
木
西
高
等
学
校 

３
年　

清
水 

輝

つ
ま
ず
い
た

ふ
り
し
て
君
の

背
に
触
れ
る

お
弁
当

開
け
て
伝
わ
る

母
寝
坊

〔
全
日
本
川
柳
協
会
賞
〕

徳
島
県 

徳
島
県
立
小
松
島
高
等
学
校 

2
年川

下 

二
葉

帰
り
際

言
え
る
幸
せ

〝
ま
た
明
日
〞

〔
西
日
本
新
聞
社
賞
〕

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校 

3
年

中
原 

綾
華

銃
じ
ゃ
な
く

指
が
人
を

撃
つ
時
代

〔
N
H
K
福
岡
放
送
局
長
賞
〕

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校 

２
年

池
田 

把
奏

積
も
り
ゆ
く

バ
ス
待
つ
傘
は

雪
時
計

〔
紀
伊
國
屋
書
店
賞
〕

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校 

１
年

小
川 

ジ
ュ
リ
ア 

洋
子

特
別
賞

入 

賞

学
校
賞

若
者
は

と
り
ま
な
ん
で
も

略
し
す
ぎ

大
阪
府 

大
阪
市
立
高
等
学
校 

１
年

長
谷
川 

大
起

お
め
で
と
う

嬉
し
く
な
い
と

笑
う
母

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校 

１
年

㠶
足 

早
夏

な
ぜ
だ
ろ
う

君
の
前
だ
と

ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ

東
京
都 

東
京
都
立
向
丘
高
等
学
校 

1
年松

澤 

真
吾

大
会
後

寝
こ
ろ
ん
で
見
る

空
が
好
き

大
阪
府 

大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校 

２
年

森 

龍
斗

〈
選
者
〉

学
友
会
総
務
委
員
会
委
員
長

学
術
文
化
部
会
常
任
幹
事
会
幹
事
長

体
育
部
会
常
任
幹
事
会
幹
事
長

第
66
代
文
芸
部
幹
事

学
生
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー（
グ
ー
ミ
ー
ズ
）

峰 

咲
良

渡 

宥
大

前
原 

豊
礼

立
山 

雄
飛

〔
福
大
生
が
選
ぶ
賞
〕

金賞
〔福岡大学長賞〕

福
岡
県 

つ
く
ば
開
成
福
岡
高
等
学
校 

２
年　

田
中 

颯

抜
か
れ
て
も

各
駅
停
車

僕
の
道

神
奈
川
県 

神
奈
川
県
立
厚
木
西
高
等
学
校 

３
年　

柏
栁 

周
人

あ
り
が
と
う

母
に
は
言
え
ず

文
字
で
打
つ

福
岡
大
学
が
主
催
す
る
全
国
高
校
生
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

今
年
度
は
全
国
２
４
９
校
の
高
校
生
1
９,
５
７
４
人
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
・
特
別
賞
・
入
賞
の
計
56
作
品
、

学
校
賞
10
校
を
選
出
し
ま
し
た
。

福
岡
大
学
が
主
催
す
る
全
国
高
校
生
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

今
年
度
は
全
国
２
４
９
校
の
高
校
生
1
９,
５
７
４
人
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
・
特
別
賞
・
入
賞
の
計
56
作
品
、

学
校
賞
10
校
を
選
出
し
ま
し
た
。

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
公
式
サ
イ
ト

https://w
w
w
.fukuoka-u.ac.jp/unv_gide/fkus/senryu2019/index.htm

l

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
公
式
サ
イ
ト

https://w
w
w
.fukuoka-u.ac.jp/unv_gide/fkus/senryu2019/index.htm

l

朝
の
葉
の
　
露
よ
り
ま
ぶ
し
い
　
君
の
笑
み

流
れ
星
　
見
え
て
も
言
え
な
い
　
願
い
ご
と

や
ば
い
や
ば
い
　
喜
怒
哀
楽
の
　
共
通
語

肩
浸
か
り
　
立
ち
し
湯
煙
　
祖
父
薫
る

夏
の
夜
　
網
戸
に
集
う
　
M
a
n
y
蛾
蛾

既
読
待
つ
　
時
間
は
ド
キ
ド
キ
　
止
ま
ら
な
い

父
諭
す
　
ス
マ
ホ
持
つ
よ
り
　
夢
を
持
て

花
火
さ
え
　
か
き
消
す
鼓
動
　
横
の
君

ネ
ッ
ト
よ
り
　
現
実
見
れ
ば
　
視
界
良
し

祖
父
の
目
に
　
花
火
が
う
つ
る
　
夏
の
夜

い
た
だ
き
ま
す
　
か
わ
り
に
響
く
　
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

あ
り
が
と
う
　
言
葉
が
言
え
ず
　
指
頼
み

置
き
傘
を
　
な
い
フ
リ
君
と
　
帰
り
道

カ
ッ
ト
代
　
家
族
の
誰
よ
り
　
犬
高
い

「
故
意
」は「
恋
」　「
意
図
」は「
糸
」と
　
想
い
た
い

「
ま
た
来
る
ね
」　
ゆ
っ
く
り
帰
る
　
茄
子
の
牛

A
I
に
　
勝
つ
方
法
を
　
S
i
r
i
に
聞
く

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
　
僕
と
父
と
の
　
架
け
橋
に  

味
方
だ
よ
　
そ
の
一
言
に
　
救
わ
れ
た

今
日
も
ま
た
　
笑
っ
て
み
よ
う
　
自
分
か
ら

S
N
S
　
使
え
ぬ
祖
母
の
　
S
O
S

バ
ス
の
中
　
ブ
レ
ザ
ー
の
色
に
　
染
ま
る
朝

「
あ
た
り
ま
え
」　
そ
の
日
常
に
　
感
謝
し
て

別
れ
際
　
ま
だ
話
し
た
い
　
交
差
点

抜
か
さ
れ
た
　
悔
や
む
母
は
　
嬉
し
そ
う

届
く
か
な
　
人
生
初
の
　
我
が
一
票

L
I
N
E
き
た
　
だ
れ
だ
ろ
だ
れ
だ
ろ
　
親
父
か
よ

初
夏
の
風
　
袴
に
纏
い
て
　
　
を
引
く

故
郷
の
　
夏
夜
に
響
く
　
波
の
音

「
好
き
で
す
」は
　
花
火
の
音
に
　
か
き
消
さ
れ

い
つ
の
日
か
　
こ
の
敗
北
が
　
勝
ち
と
な
る

う
ち
の
イ
ヌ
　
人
に
合
わ
せ
て
　
ネ
コ
か
ぶ
る

サ
ン
ダ
ル
の
　
靴
擦
れ
染
み
る
　
田
舎
道

桜
よ
り
　
眼
の
か
ゆ
み
　
春
感
ず

し
わ
く
ち
ゃ
の
　
笑
顔
に
会
い
に
　
盆
休
み

帰
省
終
え
　
重
い
荷
物
は
　
祖
母
の
想
い

徹
夜
明
け
　
私
の
ま
ぶ
た
は
　
愛
し
合
う

母
が
言
う
　「
誰
に
似
た
ん
だ
」　
あ
な
た
で
す

セ
ル
フ
レ
ジ
　
機
械
お
ん
ち
で
　
列
つ
く
る

テ
ス
ト
前
　
や
る
気
あ
る
の
は
　
計
画
表

低
身
長
　
ま
だ
見
ぬ
高
み
に
　
夢
を
見
る

五
時
間
目
　
ま
ぶ
た
と
戦
　
首
落
ち
る

祖
母
と
母
　
言
い
あ
い
の
末
に
　
同
じ
顔

一
夜
漬
け
　
十
分
後
に
は
　
ス
マ
ホ
漬
け

パ
ス
ワ
ー
ド
　
管
理
す
る
に
も
　
パ
ス
ワ
ー
ド

青
山 

和
輝

赤
尾 

健
史
朗

浅
野 

紗
香

有
馬 

北
斗

池
原 

乃
隹

大
﨑 

愛
未

大
田 

洋
輔

岡
田 

大
和

梶
原 

葵

加
部 

茉
鈴

河
村 

樹
里

金
城 

咲
良

近
藤 

快
生

齊
田 

千
聡

齋
藤 

陽
大

島
内 

珠
寿
香

島
口 

拓

清
水 

翔
太

神
野 

明
日
香

鈴
木 

一
誠

⻆
田 

匠

関 

こ
ゆ
き

瀬
戸 

美
咲

髙
橋 

椎
那

髙
道 

梨
沙

竹
内 

晴
彦

武
原 

弘
真

谷
内 

雄
亮

玉
上 

正
真

土
橋 

奈
央

徳
永 

明

中
園 

琴
音

中
矢 

怜
奈

野
中 

輝
也

久
田 

夢
佳

藤
永 

悠
生

真
子 

裕
花

松
木 
愛
莉

松
村 

千
寛

松
本 

絢

三
浦 

優
衣

御
厨 

悠
太

水
戸 

陸
人

武
藤 

優
月

山
本 

遥

大
阪
府 

大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎 

１
年

福
岡
県 

つ
く
ば
開
成
福
岡
高
等
学
校 

3
年

青
森
県 

青
森
県
立
青
森
西
高
等
学
校 

1
年

福
岡
県 

福
岡
県
立
小
倉
東
高
等
学
校 

3
年

鹿
児
島
県 

樟
南
高
等
学
校 

3
年

兵
庫
県 

姫
路
市
立
琴
丘
高
等
学
校 

2
年

佐
賀
県 

早
稲
田
佐
賀
高
等
学
校 

2
年

群
馬
県 

群
馬
県
立
高
崎
工
業
高
等
学
校 

3
年

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校 

2
年

群
馬
県 

群
馬
県
立
高
崎
工
業
高
等
学
校 

3
年

山
口
県 

野
田
学
園
高
等
学
校 

1
年

沖
縄
県 

沖
縄
県
立
北
山
高
等
学
校 

3
年

大
阪
府 

大
阪
高
等
学
校 

3
年

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校 

1
年

福
島
県 

福
島
県
立
福
島
商
業
高
等
学
校 

2
年

長
崎
県 

純
心
女
子
高
等
学
校 

1
年

徳
島
県 

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 

1
年

福
井
県 

福
井
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校 

3
年

愛
知
県 

愛
知
県
立
東
郷
高
等
学
校 

2
年

鹿
児
島
県 

樟
南
高
等
学
校 

1
年

山
口
県 

野
田
学
園
高
等
学
校 

3
年

茨
城
県 

つ
く
ば
開
成
高
等
学
校（
守
谷
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

3
年

熊
本
県 

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校 

2
年

福
島
県 

福
島
県
立
福
島
商
業
高
等
学
校 

2
年

北
海
道 

北
海
道
札
幌
東
陵
高
等
学
校 

3
年

愛
知
県 

愛
知
県
立
東
郷
高
等
学
校 

3
年

沖
縄
県 

沖
縄
県
立
美
里
工
業
高
等
学
校 

3
年

秋
田
県 

秋
田
県
立
秋
田
北
高
等
学
校 

1
年

大
阪
府 

常
翔
啓
光
学
園
高
等
学
校 

1
年

埼
玉
県 

埼
玉
県
立
新
座
総
合
技
術
高
等
学
校 

2
年

長
崎
県 

長
崎
女
子
高
等
学
校 

3
年

熊
本
県 

熊
本
県
立
済
々
黌
高
等
学
校 

3
年

愛
媛
県 

済
美
高
等
学
校 

2
年

福
岡
県 

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校 

1
年

福
岡
県 

福
岡
県
立
久
留
米
高
等
学
校 

2
年

大
阪
府 

大
阪
市
立
高
等
学
校 
1
年

福
岡
県 

福
岡
県
立
福
岡
農
業
高
等
学
校 
2
年

愛
媛
県 

愛
媛
県
立
松
山
商
業
高
等
学
校 

2
年

高
知
県 

高
知
市
立
高
知
商
業
高
等
学
校 

3
年

群
馬
県 

高
崎
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校 

2
年

山
形
県 

山
形
県
立
酒
田
光
陵
高
等
学
校 

3
年

愛
知
県 

愛
知
県
立
東
郷
高
等
学
校 

3
年

東
京
都 

足
立
学
園
高
等
学
校 

1
年

福
岡
県 

福
岡
県
立
中
間
高
等
学
校 

2
年

兵
庫
県 

姫
路
市
立
姫
路
高
等
学
校 

3
年

※
敬
称
略　

※
受
賞
者
氏
名
の
五
十
音
順
に
掲
載

※
学
校
名
の
五
十
音
順
に
掲
載

愛
知
県 　

愛
知
県
立
東
郷
高
等
学
校

大
阪
府 　

大
阪
市
立
高
等
学
校

神
奈
川
県 

神
奈
川
県
立
厚
木
西
高
等
学
校

群
馬
県 　

群
馬
県
立
高
崎
工
業
高
等
学
校

鹿
児
島
県 

樟
南
高
等
学
校

福
岡
県 　

つ
く
ば
開
成
福
岡
高
等
学
校

山
口
県 　

野
田
学
園
高
等
学
校

福
岡
県 　

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校

福
岡
県 　

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校

福
島
県 　

福
島
県
立
福
島
商
業
高
等
学
校

ふ
る 

さ
と

ま
な
こ

な
つ  

よ

銀賞銅賞

入選作品発表
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ななくま通信NANAKUMA Communication January 2020

福大生の法律に関するさまざまなトラブルに無料で相談に応じます
■  アルバイト先で不当解雇された…　■ 敷金の返還がない…　■  交通事故に遭ってしまった… etc.例えば、こんな悩みはありませんか？

福岡リーガルクリニック法律事務所
弁護士法人福岡リーガルクリニックセンター（福岡県弁護士会所属）

TEL:092-874-9292（受付時間：平日9：30～17：30）
福岡大学60周年記念館（ヘリオスプラザ）5階　https://www.fukuoka-legal.jp/
休業日：原則として土・日・祝日　※事前の予約であれば、土・日や時間外も柔軟に対応します。

Q

浅上 紗登美弁護士

刑法または道路交通法上の処罰を受ける可能性があります。
　自転車の運転で他人に怪我をさせた場合でも、刑事処罰の対象となります。特に飲酒運転の場合は、
重過失傷害罪（刑法２１１条後段）として、５年以下の懲役若しくは禁錮又は１００万円の罰金に処せられ
る可能性があります。事故を起こさなくても、自転車は道交法上の「軽車両」にあたるため、酒気帯び運転
（道交法６５条１項）の対象になります（５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金）。飲酒時には絶対に
自転車に乗らないでください。

友人と飲酒後、
自転車に乗って帰宅中、

歩行者に衝突して怪我をさせてしまいました。
私は何らかの刑事処分を
受けるのでしょうか。

A

T�ics
福岡大学法科大学院の学修環境を生かし、
3人が令和元年司法試験に合格

幅広い知識や法的思考力など、高度な専門性が問われる司法試験。

地道な努力と学修の日々が実を結び

2019年9月、司法試験に見事合格した

福岡大学法科大学院修了生の3人に、

これから自身が歩む「法曹への道」について話を聞きました。

各方面で目覚ましい功績を挙げた学生を表彰 －課外教育活動成績優秀者－

　2019年10月3日（木）、831教室で令和

元年度上期の課外教育活動成績優秀者表

彰式を行いました。課外教育活動において優

秀な成績を収めた16人および2団体に、表

彰状が贈られました。

　学生部長からは、「今回の活躍は約2万人

の学友にとって、また26万人を超える卒業生

にとって夢と希望を与えるものでした。今後

も、それぞれの競技を楽しみながら取り組み、

自己実現を目指してください」と激励の言葉

が贈られました。　検察官や弁護士の社会正義を貫く姿

を報道などで見て、自分も法を通して人々

を守る仕事をしたいと思い、法曹の道を

志しました。

　福岡大学法科大学院は少人数制の

ため、質問がしやすく、実務家の先生方

による実践的な授業が魅力です。質疑形

式の授業が多いため、緊張感を保ちつつ

授業を受けてきました。片道１時間半の

通学時間を活用し、質疑応答をイメージ

しながら思考を整理し、毎回の授業に臨

む日々。空き時間に先生に質問して理解

を深める一方、客観的な視点でアドバイ

スをくれる友人とも質疑を重ねて、的確な

表現方法を身に付けていきました。このよ

うな実践に即した反復演習が実を結んだ

と思います。

椛島 雅人さん
福岡大学法学部
2012年卒業
福岡大学法科大学院
2012年入学（第9期）

実践的な授業で質疑を重ね
的確な表現方法を修得

　大学時代に体験した模擬裁判で被告

人の事情を勘案する必要性を感じ、弁護

士の道を目指そうと思いました。福岡大学

法科大学院を選んだのは、少人数で学生

一人一人に担任が付く、きめ細かな指導

に惹かれたからです。モチベーションが低

下しそうな時、担任の先生と話すことで気

持ちを切り替えることができました。

　授業は事前準備を怠らず、相手の話を

理解する気持ちを持って議論の輪に入

るよう努めました。異なる意見に耳を傾け

ることで知識が深まったと感じます。受験

に向けて自身の答えを見直し、納得のい

くまで練り直すなど、熟慮を重ねたことが

結果につながったと思います。弁護士事

務所で経験を積み、相談者から信頼され

る弁護士を目指します。

植田 晃弘さん
中央大学法学部
2012年卒業
福岡大学法科大学院
2012年入学（第9期）

相手の意見に耳を傾け
熟慮する姿勢を身に付けた

　犯罪、環境、労働、経営など、どの分野

も法律との関わりが深く、社会で困って

いる人の役に立ちたいと弁護士を志望

しました。

　福岡大学法科大学院の授業の質

は非常に高く、授業内容の理解を深め

るごとに、司法試験合格への手応えを

感じるほどでした。法科大学院では、専

門書購入のリクエストができ、学費面

のサポートも充実。実際の事件をテー

マにした授業も多く、実社会に即した

学修ができます。授業中は先生のオリ

ジナルレジュメに書き込みをして何度も

見直し、試験当日もお守り代わりに持

参しました。将来は弁護士として、起業

する福大卒業生を支援し、本法科大学

院に恩返しをしたいと思っています。

德永 義夫さん
熊本大学法学部
1998年卒業
福岡大学法科大学院
2016年入学（第13期）

先生方の懇切丁寧な指導と
オリジナルレジュメで合格

個人の部（全国大会3位以上）

第73回出雲陸上競技大会 女子 100m

2019日本学生陸上競技個人選手権大会 女子 100m

第103回日本陸上競技選手権大会 女子 200m

2019日本学生陸上競技個人選手権大会 男子 400m

2019日本学生陸上競技個人選手権大会 女子 走幅跳

第32回南部忠平記念陸上競技大会 女子 砲丸投

2019日本学生陸上競技個人選手権大会 女子 砲丸投

第67回兵庫リレーカーニバル 女子 走高跳

第103回日本陸上競技選手権大会 女子 走高跳

2019日本学生陸上競技個人選手権大会 女子 やり投

2019水戸招待陸上 女子 100m

第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子 種目別選手権の部 跳馬

2019年JOCジュニアオリンピックカップ 男子 フリースタイル86kg級

第58回全日本学生なぎなた選手権大会 試合競技 女子個人

第58回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技

第24回全日本高校・大学生書道展（漢字部門） 52作品／10,402作品中

第57回全日本学生選抜競技ダンス選手権大会（ラテンの部）

第3位

優勝

優勝

優勝

第2位

第2位

第3位

第2位

優勝

優勝

第3位

優勝

第3位

第3位

第3位

大賞

第1位

兒玉 芽生

松清 和希

権瓶 明日夏

尾山 和華

神田 菜摘

上田 百寧

重永 乃理子

米倉 英信

北 英将

草野 汐梨

坂本 優

丸野 麗那

金保 陽香

桂 聖幸

西村 文花

人文学部 2年次

スポーツ科学部 4年次

スポーツ科学部 4年次

スポーツ科学部 3年次

スポーツ科学部 3年次

スポーツ科学部 2年次

スポーツ健康科学研究科 2年次

スポーツ科学部 4年次

スポーツ科学部 2年次

スポーツ科学部 4年次

スポーツ科学部 3年次

スポーツ科学部 2年次

工学部 4年次

理学部 4年次

人文学部 4年次

陸上競技部

体操競技部

レスリング部

なぎなた部

書道部

舞踏研究会

大会名および種目 結 果氏 名学部 学年学友会名

団体の部（全国大会3位以上）

2019年全日本大学ソフトテニス王座決定戦

第58回全日本学生なぎなた選手権大会 女子 団体

第2位

第3位

ソフトテニス部

なぎなた部

大会名および種目 結 果学友会名

個人の部（国際試合等対象選手）

IAAF世界リレー2019 女子 4×200m

YONEX Canada Para‐Badminton Interｎational 2019 女子 シングルス

EZ Forza lrish Para-badminton International 2019 女子 シングルス

第4位（日本記録）

第2位

第3位

兒玉 芽生

藤野 遼

人文学部 2年次

商学部 4年次

陸上競技部

バドミントン部

大会名および種目 結 果氏 名学部 学年学友会名



39F U K U O K A  U N I V E R S I T Y  M A G A Z I N E  J a n u a r y  2 0 2 04 0 F U K U O K A  U N I V E R S I T Y  M A G A Z I N E  J a n u a r y  2 0 2 0

T�ics

ななくま通信NANAKUMA Communication January 2020

パックンマックンを招き、第21回「今を生きる教養講演会」を開催

　２０１９年10月15日（火）、福岡大学８３１教室で福大生ステッ

プアッププログラム（ＦＳＰ）の一環として、第21回「今を生きる教

養講演会・ＮＨＫ大学セミナー」を行いました。今回はパックンマッ

クンを講師に迎え、「自分を動かす、人を動かす、世界を動かす」を

テーマにご講演いただきました。

　講演は３４４人の参加者全員を巻き込み、初対面でペアを組ん

での自己紹介からスタート。会場は大きな盛り上がりを見せ、自らが

動くことで人を動かせる楽しさを体感しました。さらに視野を広げて、

外国の方とコミュニケーションを取る第一歩としては、パックンマッ

クンの実体験をもとに、日本語で「こんにちは」と声をかけることが

非常に喜ばれると推奨。会話をより広げるためにも、英語を話せる

ことが強みになると語りました。

　英語への苦手意識が強く、「英語を喋ることができますか」の問い

かけに最初はほとんど手の挙がらなかった会場。しかし、「私たちは日

常的に多くの英単語を使っており、完璧主義さえ捨てればコミュニ

ケーションを取ることが可能だ」とパックンマックンが説明した後は、

会場のほとんどが「喋れる」に手を挙げ、大きな変化が起きました。

　多様な文化や歴史的背景を持つ外国の方とトラブルを避けな

がら仲良くなるためには、相手に興味を持って情報を引き出したり、

価値観を勉強した上でコミュニ

ケーションを取る必要性にも言

及。「完璧じゃなくていい。英語とい

うツールを生かしてコミュニケーショ

ンをとり、世界を動かしてほしい」と

のメッセージで締めくくりました。

T�ics
レジリエンスをテーマに「大学院学際シンポジウム」を開催

　2019年10月26日（土）、福岡大学中央図書館多目的ホール

で「レジリエンスを求めて」をテーマに「大学院学際シンポジウム」を

開催しました。本年度の福岡大学事業計画に掲げた「大学院教

育の充実」に向けた取り組みで、大学院における研究科の枠を越

えた学際的教育プログラムの構築を目指して企画されたものです。

　第一部では、工学研究科の佐藤研一教授が「博多駅前陥没

事故にみるレジリエンス」、商学研究科の飛田努准教授が「ビジネ

スの根幹は社会課題を解決することにある：地方創生・事業再生

をもたらすイノベーション」、人文科学研究科の徳永豊教授が「生

きる力としての「しなやかさ」～子育てにおけるレジリエンス～」、ス

ポーツ健康科学研究科の川中健太郎教授が「スポーツトレーニン

グの基盤となる超回復現象」について講演しました。

　第二部では、大学院学務委員長の廣澤孝之教授がコーディ

ネーターとして登壇。来場者から募った質問に各講演者が回答す

る、パネルディスカッション形式で進行しました。

　参加者は様々な分野の話に真剣に耳を傾け、学際的キーワー

ドの一つとして注目されている「レジリエンス」というテーマへの一

層の理解を深めました。

どんな相談でも結構です。一人で悩まずに、HD

センターに来てみませんか？

個別の面談だけではなく、自分への理解を深め

たり、社会生活場面で役立つスキルなどを学ぶこ

とを目的とした、少人数の体験型活動も実施して

います（授業期間のみ）。

（HDセンター：学生相談室） TEL:092-871-6631（代）（内線：2630）
ウェブサイトもご覧ください▶ http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu816/home1/hd1.htm ※お電話は平日の9:00～16：30にお願いします。

＼来てみて
／ ＼話して／ 専門のカウンセラーが学生の皆さんからの相談に応じます。

相談内容の秘密は守りますので、安心してお越しください。

●本学学生のことであれば、ご家族や教職員か
らの相談もお受けしています。

費 用 無料
相談時間 月・水・木・金/9:30～15:50

　　 火 　　/9:30～18:30
場 所 学生部事務室棟3階

（1階に学生課のある建物）

完全予約制

●人間関係がうまくいかない
●単位のことが心配 ●朝起きられない
●よく眠れない
●授業に行くのがおっくう etc...

例
え
ば

2019年11月に公認会計士試験の論文式試験の合格者

が発表され、福岡大学商学部・商学部第二部会計専門職プロ

グラムに在学中の3人〔坂田莉彩さん（4年次生）、福澤彩乃さ

ん（4年次生）、金子菜美恵さん（3年次生）〕が合格しました

（論文式試験の受験には、短答式試験の合格が必要）。今回

は他にも、卒業生2人が合格しており、会計専門職プログラム

から計5人の合格者を輩出しました。

会計専門職プログラムは、2012年度に商学部・商学部第

二部の学生を対象にスタートした、在学中に公認会計士や税

理士などのハイレベルな資格試験の合格を目指すための会計

プロフェッショナル養成プログラムで、これまでに26人の公認

会計士試験合格者を輩出しています。

T�ics
公認会計士試験に会計専門職プログラムの
在学生3人が合格

　2019年11月6日

（水）、福岡大学は壱

岐市および壱岐医師

会と、保健・医療に関

する連携協定を締結

しました。壱岐市にお

ける疾病の予防およ

び健康寿命の延伸に努め、地域社会の健全な発展と人材の

育成に寄与することを目的としています。慢性腎臓病のさらなる

予防促進をはじめ、保健・医療に関する全般的な改善、本学に

おける研究活動の充実と向上、地域社会との連携・交流活動

の促進などが期待されます。

News
壱岐市・壱岐医師会と
保健・医療に関する連携協定を締結

News
「ふれあいスポーツフェスタ2019 in 福岡大学」を開催

　2019年12月8日（日）、福岡大学仮設サッカー場で、障がい者

スポーツへの関心を高め、大学と地域が一体となり支援すること

を目的に「ふれあいスポーツフェスタ2019 in 福岡大学」を開催

しました。

　当日は、本学の仮設サッカー場を6区画に分け、第12回九州・

四国スカンビオカップ（精神障がい者のフットサル大会）と、2020

年パラリンピック競技でもあるブラインドサッカー（視覚障がい者の

サッカー）や、デフサッカー（聴覚障がい者のサッカー）などが行わ

れました。総勢約500人の選手と本学ボランティアスタッフがス

ポーツを通じて交流を行い、障がいを越えて理解を深めました。



イベントスケジュール ※学部や学年などによって異なる場合が
　あります。

1月

2月

3月

4月

冬季休業終了（4日）

後期授業再開（6日）

後期授業終了（15日）

後期定期試験（16日～28日）（予備日を含む）

大学入試センター試験（18日・19日）

海外語学研修生派遣（中国）（1日～15日）

修士・博士学位合格者発表（28日）

大学院生成績発表（28日）

薬剤師国家試験（22日・23日）

交換留学生派遣（中国・韓国・台湾・イギリス）

追・再試験（22日～28日）

学部留学生入試合格発表（22日）

一般入試〔系統別日程・前期日程〕、センタープラス型入試、
大学入試センター試験利用入試〔Ⅰ期・Ⅱ期〕合格発表（22日）

一次学士合格者発表（21日）

大学院春季入試（16日～19日）

看護師国家試験（16日）

海外研修生派遣（アメリカ・オーストラリア）（15日～3月14日）

保健師国家試験（14日）

成績発表（医学部医学科第1～4学年）（13日）

4年次生等成績発表開始（医学部医学科を除く）（13日～）

医師国家試験（8日・9日）

学部留学生入試（8日）

一般入試〔前期日程〕（本学・各地／3日～7日、11日・12日）

一般入試〔系統別日程〕（本学・各地／2日）

一般入試〔スポーツ科学部特別募集〕、
社会人入試〔後期日程〕、編・転・学士入試（2日）

大学院春季入試合格発表（3日）

一般入試〔後期日程〕（5日）

二次学士合格者発表（13日）

春季大学院学位記（博士）授与式（16日）

1～3年次生成績発表開始
（医学部医学科第1学年を含む）（16日～）

成績発表（医学部医学科第2～3、5学年）（12日）

医師国家試験合格発表（16日）

学部卒業式・大学院学位記（修士）授与式（19日）

商学部第二部卒業レセプション（19日）

保健師国家試験合格発表（19日）

看護師国家試験合格発表（19日）

薬剤師国家試験合格発表（24日）

一般入試〔後期日程、スポーツ科学部特別募集〕、
社会人入試〔後期日程〕、編・転・学士入試合格発表（14日）

前期授業開始（10日）

入学式（1日）

在学生履修登録（21日～28日）※大学院生は30日まで
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C h e c k ! News

　工学部社会デザイン

工学科景観まちづくり研

究室（柴田久教授）が基

本設計に携わった「大分 

昭和通り・交差点四隅広

場のリボーンプロジェク

ト」が、2019年度グッド

デザイン賞を受賞しました。本研究室でのグッドデザイン賞受

賞は「大島海洋体験施設 うみんぐ大島」「警固公園」に続いて

3回目となります。

景観まちづくり研究室が
「2019年度グッドデザイン賞」受賞

福岡大学は高等教育の
修学支援新制度の対象校となりました

　本学は、令和2年4月から実施予定の高等教育の修学支

援新制度の対象機関〔「大学等における修学の支援に関す

る法律（令和元年法律第８号）」による修学支援の対象機

関となる大学等（確認大学等）〕として、文部科学省に機関

要件の確認を受け、令和2年度の対象校となりました。

　詳細については、本学公式ウェブサイトおよび本学入試

情報サイト等でお知らせする予定です。

宮田輝星選手、プロ野球の世界へ　北海道日本ハムファイターズからドラフト指名

本誌『福岡大学学園通信』に関するご感想をお寄せください。
より良い広報誌づくりのために、ご意見・ご感想などをお待ちしています。
また、情報提供などありましたらお知らせください。

　2019年10月17日（木）、福岡大学野球部の宮田輝星選手（スポ

ーツ科学部スポーツ科学科4年次生）が、2019年プロ野球ドラフト

会議において、北海道日本ハムファイターズから育成1位で指名さ

れました。

　宮田選手は俊足と強肩のスイッチ打者。外野からの乱れのない送

球や守備範囲の広さ、打ち損じも内野安打に変えるほどの俊足を生

かしたプレーで、1年次秋からベンチ入りし実力を発揮してきました。

　10月25日（金）に行われた指名あいさつでは、北海道日本ハムファ

イターズの林孝哉氏（九州地区担当スカウト）が宮田選手に対し「肩

の強さと、走力を高く評価している」と指名理由などを話しました。

　宮田選手は多くの報道陣を前に「2年以内に支配下選手になり、3

年で活躍できるように精一杯努力したい」と熱く決意を語りました。

大学ブランド調査「総合力」で九州２位

　「大学ブランド・イメージ調査2019‒2020」（株式会社日

経BPコンサルティング実施）の結果が発表され、福岡大学

は「躍動感」などが高く評価され、九州・沖縄・山口地区で2位

と躍進しています。調査は、九州・沖縄・山口の国公私立大

学55校を対象に「大学の研究施設の充実度」や「学生のコミ

ュニケーション能力の高さ」など49項目をもとに、大学のブ

ランド総合力の偏差値を算出し、順位付けをしたものです。

T�ics

商学部第二部商学科では、会社員、中間管理職、経営

者、公務員、熟年層、リカレント教育希望者等の社会人を対

象に、1年間の履修期間で金融・流通、経営、会計、国際ビジ

ネスの4つの分野を体系的かつ横断的に学べる「社会人コー

ス」を開設しています。令和2年度履修生募集の詳細につい

ては、商学部事務室にお問い合わせください。

商学部第二部「社会人コース」履修生募集

◎商学部事務室
　TEL：092-871-6631（月～金17：00まで）
　TEL：092-871-6670（月～金17：00以降、土17：35以降）

◎参考URL
　https://www.fukuoka-u.ac.jp/education/
　opportunities/nondegree/worker.html/

News
部品内蔵基板の３次元データフォーマットに関する
国際標準規格が発行
　福岡大学半導体実装研究所と公益財団法人福岡県産

業・科学技術振興財団（ふくおかIST）との連携で開発され

た部品内蔵基板国際標準規格（IEC62878-2-5）が、9月

16日に発行されました。

　本国際規格は、同研究所において産学官連携のもと進め

てきた部品内蔵基板国際標

準の第2弾として、2013年か

ら国際標準化に向けて取り

組んできたもので、電子産業

分野における高機能プリント

配線基板の国際市場での促

進が期待されます。

詳しい概要に
ついてはコチラ

（文部科学省の特設ページ）

九州・沖縄・山口の大学ブランド総合力ランキング
順位 大学名 大学ブランド総合力

（偏差値）

１位
２位
３位
４位
５位

九州大学
福岡大学
熊本大学
立命館アジア太平洋大学
西南学院大学

94 .1
69 .3
68 .9
62 .5
62 .4
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